




令和２年度　専修学校関係予算　概算要求 

現状 

●専修学校教育の人材養成機能の向上 

☆専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト 
　「人生100年時代」にふさわしい多様なリカレント教育機会の充実を図るため、教育内容、教育手法、学校運営といった
多面的な視点で、就職氷河期世代を含めた社会人向けリカレント教育を専修学校教育において総合的に推進する。 

4.5億円　（3.1億円） 

☆専修学校グローバル化対応推進支援事業 

　専修学校に係る入口から出口までの総合的・戦略的な留学生施策の推進について、各地域における関係機関・団体との連
携によるモデル体制を構築。 

　  ２億円　 （2億円） 

☆専修学校における先端技術利活用実証研究 
　専修学校における職業人材の養成機能を強化・充実するため、産学が連携し、実践的な職業教育を支える実習授業等におい
てＶＲ・ＡＲ等の先端技術の活用方策について実証・研究する。 

5.3億円　（新規） 

☆専修学校による地域産業中核的人材養成事業 

　分野に応じた中長期的な人材育成に向けた協議体制の構築等を進めるとともに、これからの時代に対応した教育プログラム等の開発を行う。 

9.8億円（12.7億円） 

・Society5.0等対応カリキュラムの開発　　　　　 ・地域課題解決実践カリキュラムの開発・実証 

・学びのセーフティネット機能の充実強化（高等専修学校の機能高度化）　 ・産学連携体制の整備　　　 

●専修学校教育の質保証・向上 
☆職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進 

　専修学校における研修プログラム開発や研修体制づくり等による教育体制の充実を図るとともに、先進モデルの開発等による職業
実践専門課程の充実に向けた取組や教学マネジメントの強化の推進等を通じて、職業教育の充実及び専修学校の質保証・向上を図る。 

　1.6億円　（1.6億円） 

☆専修学校と地域の連携深化による職業教育魅力発信力強化事業 

　専門学校や高等専修学校が担う職業教育等の魅力発信力を強化するため、効果的な情報発信の在り方について検討・検
証を行うとともに、関係機関と連携し、専修学校の職業教育機能を生かした体感型の学習機会を提供した際の効果、連携
に当たっての留意点を整理する。 

　0.5億円　（0.5億円） 

●専修学校の教育体制及び施設整備等に関する補助 
☆私立学校施設整備費補助金 
　教育装置、学校施設等の耐震化工事、アスベスト対策等に係る経費を補助 

11.5億円（3.0億円） 

☆私立大学等研究設備整備費等補助金 
　情報処理関係設備の整備 

2.3億円（2.3億円） 

48.5億円※（37.5億円） 
※　高等教育の負担軽減に係る経費は除く。 

※　合計には、高等学校等就学支援交付金、高校生等奨学給付金及び日本学生支援機構の奨学金事業は含まない。 

●専修学校への修学支援に資する取組 
☆高等教育の負担軽減に係る経費（仮） 
　低所得世帯の真に必要な子供に対する高等教育の負担軽減の実施に必要な経費 

ー　億円（新規） 

○日本学生支援機構の奨学金事業（内数） ― 億円（ 1,104億円） 

○高等学校等就学支援金交付金（内数） ― 億円（ 3,709億円） 

○国費外国人留学生制度（内数） 

☆高等教育負担軽減実施体制整備費補助金 
  高等教育の負担軽減の実施に向けて、私立専門学校に関する事務処理等を関係機関において適切に行えるようにするため
の体制整備に係る経費 

2.８億円（2.8億円） 

☆専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研究事業 
　 意欲と能力のある専門学校生が経済的理由により、就学を断念することがないよう、経済的支援及び修学支援アドバイザー
による就学支援を行い、施策効果等に関するデータを継続的に収集し、分析・検証を行い、その効果等について普及する。　 

0.5億円（1.7億円） 

186 億円 （　 186億円） 

※　合計には、今年度予算との対比を可能とするため国費外国人留学生制度は同額として計上している。 
※　上記や四捨五入の関係で、計数は合計と一致しない。 

（　）は前年度予算額 

○高校生等奨学給付金（内数） 154 億円（    139億円） 
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令和２年度 専修学校関係予算（案）

※ 四捨五入の関係で、計数は合計と一致しない。

（ ）は前年度予算額

専修学校の教育体制及び施設整備等に関する取組

☆私立学校施設整備費補助金
教育装置、学校施設等の耐震化工事、アスベスト対策等に係る経費を補助

3.0億円 （3.0億円）

☆私立大学等研究設備整備費等補助金
情報処理関係設備の整備

2.3億円 （2.3億円）

5.3億円 （5.3億円）専修学校教育の振興に資する取組
●人材養成機能の向上

☆専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト
「人生100年時代」にふさわしい多様なリカレント教育機会の充実を図るため、教育内容、教育
手法、学校運営といった多面的な視点で、就職氷河期世代を含めた社会人向けリカレント教育
を専修学校教育において総合的に推進する。

4.3億円 （3.1億円）

☆専修学校グローバル化対応推進支援事業
専修学校に係る入口から出口までの総合的・戦略的な留学生施策の推進について、各地域に
おける関係機関・団体との連携によるモデル体制を構築。

２億円 （2億円）

☆専修学校における先端技術利活用実証研究
専修学校における職業人材の養成機能を強化・充実するため、産学が連携し、実践的な職業
教育を支える実習授業等においてＶＲ・ＡＲ等の先端技術の活用方策について実証・研究する。

3.5億円 （新 規）

☆専修学校による地域産業中核的人材養成事業
分野に応じた中長期的な人材育成に向けた協議体制の構築等を進めるとともに、これからの時
代に対応した教育プログラム等の開発を行う。

9.6億円（12.7億円）

・Society5.0等対応カリキュラムの開発 ・学びのセーフティネット機能の充実強化（高等専修学校の機能高度化） 等

21.8億円 （21.7億円）

●質保証・向上
☆職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進
専修学校における研修プログラム開発や研修体制づくり等による教育体制の充実を図るとともに、
先進モデルの開発等による職業実践専門課程の充実に向けた取組や教学マネジメントの強化の
推進等を通じて、職業教育の充実及び専修学校の質保証・向上を図る。

1.6億円 （1.6億円）

☆専修学校と地域の連携深化による職業教育魅力発信力強化事業
専門学校や高等専修学校が担う職業教育等の魅力発信力を強化するため、効果的な情報
発信の在り方について検討・検証を行うとともに、専修学校の職業教育機能を生かした体感型の
学習機会を提供した際の効果、連携に当たっての留意点を整理する。

0.5億円 （0.5億円）

☆専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研究事業
意欲と能力のある専門学校生が経済的理由により、就学を断念することがないよう、経済的

支援及び修学支援アドバイザーによる就学支援を行い、施策効果等に関するデータを継続的に
収集し、分析・検証を行い、その効果等について普及する。

0.3億円 （1.7億円）

○高校生等奨学給付金（内数） 136億円 （139億円）

○日本学生支援機構の奨学金事業（内数） 947億円（1,104億円）

○高等学校等就学支援金交付金（内数）
（私立高等学校授業料の実質無償化）

4,248億円（ 3,709億円）

○国費外国人留学生制度（内数） 186億円（ 186億円）

その他関係予算

専修学校への修学支援に資する取組

☆高等教育（私立専門学校分）の修学支援の着実な実施
（内閣府計上）
低所得世帯の真に支援が必要な子供に対する高等教育の負担軽減の実施に必要な経費

264億円（新 規）

☆高等教育負担軽減実施体制整備費補助金
高等教育の負担軽減の実施に向けて、私立専門学校に関する事務処理等を関係機関
において適切に行えるようにするための体制整備に係る経費

2.８億円 （2.8億円）

266億円 （2.8億円）

※ 国土強靭化対応における重要インフラ整備に関する経費については、専修学校も対象
になっている。
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専修学校による地域産業中核的人材養成事業
経済財政運営と改革の基本方針2019（令和元年6月21日閣議決定）
第２章 Society 5.0時代にふさわしい仕組みづくり

２．人づくり革命、働き方改革、所得向上策の推進

（１）少子高齢化に対応した人づくり革命の推進

高等専門学校の機能の高度化、専門職大学や専門学校等における企業等と連

携した実践的な職業教育を進める。

３．地方創生の推進

（１）東京一極集中の是正、地方への新たな人の流れの創出

地域に求められる人材育成機関としての高等学校・高等専門学校・専修学

校・大学の機能を強化する。

• 教育サイドが産業界のニーズを踏まえたサービスを提供する仕組みの構築
が必要
• AIの発達やインターネットの爆発的普及・活用等に対応した教育内容の
充実が必要
• 教育機関と地方公共団体や企業等とが連携した取組を強化し、地域産
業を担う人材養成など、地方課題の解決に貢献する取組の促進が必要

背景・課題

事業概要
専修学校等に委託を行い、各職業分野において今後必要となる新たな教育モデルを形成するとともに、各地域から人的・物的協
力などを得ることでカリキュラムの実効性、事業の効率性を高めつつ、各地域特性に応じた職業人材養成モデルを形成する。

• 産学連携体制整備ガイドライン
• 各分野毎の将来人材像、能力の整理
• 産学連携（デュアル教育）ガイドライン
• 各種教育モデルカリキュラム等

人材養成モデルの形成

開発したモデルカリキュラム等を活用し、全国
の専修学校が自らの教育カリキュラムを改編・
充実

人材養成モデルの活用

目指す成果

専修学校と産業界、行政機関等との連携を発展さ
せ、諸課題に対応した教育内容の充実を図ることで、
地域の中核的な職業教育機関である専修学校の
人材養成機能を向上

○ 教育プログラム等の開発

Society 5.0等の時代に求めら
れる能力（例：「IT力」を融合
した専門的能力等)について分野
毎に体系的に整理し、その養成
に向けたモデルカリキュラムを開発
する。（30箇所)

地方創生に向けて、各地域課題
の解決や発展に向けた将来構想
を策定し、当該構想の実現に今
後必要となる人材に必要な能力
の養成に向けたモデルカリキュラム
を開発する。（30箇所）

学びのセーフティネット機能強化
に向けて、高等専修学校と地
域・外部機関等との連携を通じ
た実効的な教育体制（「チーム
高等専修学校」）を構築する。
(モデル:5箇所）
(調査研究：1箇所)

○ 産学連携体制の整備

産官学が「人材育成協議会」を構築するこ
とで、各分野・各地域における中長期的な
人材育成の在り方を協議し、今後必要と
なる人材像や能力・技術等を整理、効果
的な教育手法を検討する体制を確立する。
(全国版：１箇所 地域版：５箇所）

令和２年度予算額（案） ９６２百万円
（前年度予算額 １，２７４百万円）
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（様式３－３） 

令和 2年度 番号 

 

   2021 年  3 月  1 日 

 

 

令和 2年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 実績報告書 

 

 

 

文部科学省  総合教育政策局長  殿 

 

 

 

所 在 地 東京都大田区西蒲田 5-23-22 

      法 人 名 学校法人 片柳学園 

      （学校名）  (日本工学院八王子専門学校) 

      代 表 者 理事長 

      職 氏 名      千葉  茂      印 

 

 

 

令和 2 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 に関する 

実績報告書の提出について 

 

 

 

 

令和 2年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」について、実績報告書を提出し

ます。 
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令和 2年度 番号 

 

令和 2年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 実績報告書 

 

１ 委託事業の内容 

Society5.0 等対応カリキュラムの開発・実証 

 

 

２ 事業名 

多摩地域 Society5.0 等対応 IT 教育プログラム開発事業 

 

３ 分野 

IＴ分野 

 

４ 代表機関 

■代表機関（受託法人）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■事業責任者（事業全体の統括責任者）    ■事務担当者（文部科学省との連絡担当者） 

職名 副校長 

 

職名 IT カレッジ専任教員 

氏名 山野 大星 氏名 太田 晶 

電話番号 042-637-3111 電話番号 042-637-3296 

Ｅ－ｍａｉｌ yamano@stf.neec.ac.jp Ｅ－ｍａｉｌ ootakr@stf.neec.ac.jp 

法人名 学校法人 片柳学園 

代表者名 千葉 茂 

学校名 日本工学院八王子専門学校 

所在地 東京都大田区西蒲田 5-23-22 
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５ 構成機関・構成員等 ※個人の場合は名称欄に氏名を記載すること 

 （１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 

１ 日本工学院八王子専門学校 総括・調査・研究・開発 東京都 

２ 東京工科大学 調査・研究・開発 東京都 

３ 武蔵野大学 調査・研究・開発 東京都 

４ 東京工業高等専門学校 調査・研究 東京都 

５ 八王子実践高等学校 調査 東京都 

６ 東京都立町田工業高等学校 調査・研究 東京都 

７ 青翔開智高等学校 調査・研究 鳥取県 

 

（２）企業・団体 

名称 役割等 都道府県名 

１ 特定非営利活動法人 エルピーアイジャパン 調査・研究 東京都 

２ 株式会社イー・ウエスト 調査・研究・開発 東京都 

３ 株式会社エイビット 調査・研究・開発 東京都 

４ 日本アイ・ビー・エム株式会社 調査・研究 東京都 

５ 富士通株式会社 調査・研究 東京都 

６ 株式会社グルーヴノーツ 調査・研究・開発 福岡県・東京都 

７ 株式会社イッツ 調査・研究・開発 東京都 

８ PTC ジャパン株式会社 調査・研究 東京都 

９ 株式会社アフレル 調査・研究 福井県・東京都 

10 富士ソフト株式会社 調査・研究 神奈川県 

11 株式会社シャープドキュメント 21 ヨシダ 調査・研究 宮城県・東京都 

12 株式会社 京王 IT ソリューションズ 調査・研究 東京都 

13 感性 AI 株式会社 調査・研究・開発 東京都 

 

（３）行政機関 

名称 役割等 都道府県名 

１ 八王子市 調査 東京都 

２ 東京都教育委員会（教育庁） 調査 東京都 
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（４）事業の実施体制 

 多摩地域に関連する行政・団体・IT 企業・大学・高等専門学校・専門学校と、IT に関連する団体・企業・

ソフトウェアベンダーで構成される。教育プログラム作成への参画、実証講座の題材、講師等の提供、IT の

現状と課題、最先端技術の展望などの知見の提供などを受け、企業のニーズ、課題解決に向けての方向

性などを踏まえた実効性の高い教育プログラムを構成するための体制とする。 

 これまで 2 年間の事業によって、多摩地域の課題解決に貢献する人材育成においては、AI システムとロ

ボティクスの 2分野が重要であることが分かっている。そこで昨年度は 2つの分科会を設定し、開発する IT

教育プログラムを具体的に検討した。最終年度となる本年度は、分科会で検討した内容を意識しつつも、

その内容を統合した IT 教育プログラムとしてまとめていく。 

 

 

 

IT 教育プログラム開発委員会 

   

   

多摩地域の委員  委員 

行政 八王子市  行政 東京都教育委員会（教育庁） 

多摩地域 

企業 

イー・ウエスト  団体 エルピーアイジャパン 

エイビット  大学 武蔵野大学 

京王 IT ソリューションズ  高等学校 青翔開智高等学校 

感性 AI  外資系 IT 企業 日本アイ・ビー・エム 

大学 東京工科大学  

国内 IT 企業 

富士通 

高等 

専門学校 
東京工業高等専門学校 

 
富士ソフト 

高等学校 

東京都立町田工業高等学校  グルーヴノーツ 

八王子実践高等学校  イッツ 

  
 IoT 

関連企業 
PTC ジャパン 

   
ロボティクス 

関連企業 

アフレル 

   シャープドキュメント 21 ヨシダ 

 

統括・事務局 日本工学院八王子専門学校 
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（５）各機関の役割・実際に得られた協力事項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力機関（委員） 役割・協力事項 

行政 事業全体への提言 ／ 市が再開発する場所等の調査協力 

団体 産業や人材ニーズについての提言やシンポジウム等の企画への参加 

国内/多摩地域 

IT 企業 

技術的知見や人材ニーズのスキル・コンピテンシーの抽出・整理への協力や実証講

座への講師派遣、シンポジウム等へ参画、共同実施 

大学 

高等専門学校 

高等学校 

専門学校 

技術者育成における教育カリキュラムへの提言、 

実証講座等への学生参加の協力、共同実施 

外資系 

IT 企業 

グローバルな視点による必要とされる人材像や先進技術に関する知見の提示、 

国内外問わず IT・AI 先進地への調査・ヒアリング場所等の紹介 

国内 IT 企業 
IT・AI 技術およびデータ分析・利活用に関する提案、調査等への助言、 

実証講座等への教材提供・講師派遣、共同実施 

IoT 関連企業 IoT 技術を活用した製品やものづくりに関する先端情報の提示 

ロボット関連企業 
ロボットを開発または活用したサービスに関する先端情報の提示、 

教育プログラム作成への参画 

 

 

 

 

 

 

  

・パターン・ランゲージの検討・作成 

AI システム分野、ロボティクス分野、 

ビジネス分野の 3分野 

・モデル・カリキュラムの開発 

・実証授業の実施 

・教育プログラムの検証  等 

・事業全体の統括 

※今年度はオンライン会議として実施 

・文献調査 

・ヒアリング調査 

AI システム分野、ロボティクス分野、 

ビジネス分野の 3分野の有識者対象 

・ヒアリング調査 *「パターンランゲージ」: ある領域において良い質を生む設計（デザイン）・やり方に潜む「型」（パターン）を 

抽出して、概念・言葉にし、体系化して、共通言語（ランゲージ）として用いることができるようにまとめたもの。 
たまたま生じた特殊な事例ではなく、広く繰り返し見られることの共通項に着目する。 

 

 

 「Society5.0 等対応 IT 教育プログラムを開発委員会」の主な事業 
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６ 事業の内容等 

 （１）事業の趣旨・目的等について 

 ⅰ）事業の趣旨・目的 

 

Society5.0時代は、各産業で固有の技術と IT との組合せが進行するため、この時代

を支える人材は、それぞれのニーズに応じた「IT 活用力」を身につける必要がある。新

たな時代の持続的な経済発展を担う人材育成モデルが求められ、さらに、地域の特性

を反映させた実践的モデル開発とすることが必要である。 

 多摩地域の中でも、八王子には既存の産業資源が多くあるが、これらを IT によっ

て新しい価値を持つものに転換していく課題も持っている。地域に根付き地域産業資

源を知って課題解決する人材が必要であり、これを育成する。この地域特性と AI・IoT・

ロボティクス技術を掛け合わせて新たな価値を創出する人材育成に向けて、実践的教

育プログラム（カリキュラムのコース例）を検討することが本事業の目的である。 

IT の専門分野と、産業・ビジネスの特定分野のスキルをあわせ持つ人材を育成する

ため、相互に関連付けて応用できる組み合わせ（コース）を設定する。そのために、課

題解決ニーズに関する地域と先端技術の知見が必要であり、IT 企業等の参画が必要

である。 

以上の内容を、IT 教育プログラム開発委員会において詳細に検討する。育成する人

材像は、多摩地域の産業等の課題解決に対応し、IT 活用の新しいビジネスを担う人材

である。 

 

 

ⅱ）学習ターゲット、目指すべき人材像 

学習ターゲットは、専門学校生及び大学生と学び直し社会人等を対象とする。また、目

指すべき人材像は、IT（AI・IoT・ロボティクス等）を活用したビジネス創造ができる人材

で、実践力と創造力をあわせ持ち、分野横断して協働できる人間力を持つ、Society5.0

における経済発展を担う人材である。 
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（２）開発した教育カリキュラム・プログラムの概要 

 ⅰ）名称 

オブジェクト型学習モデル 

 

 ⅱ）内容 
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（３）具体的な取組 

  ⅰ）計画の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●委員会 
 IT 教育プログラム開発委員会の開催 
 ワーキンググループの開催 
●調査 
 アンケート調査(IT 企業/地域企業 等） 
 先進地視察・ヒアリング① 
●育成する人材像の設定 【一部実施済】 
●IT 教育プログラムの検討【一部実施済】 
●スキル/コンピテンシーの抽出・整理【一部実施済】 

●【IT×ビジネス】分野で教えるべき内容の具体化検討 
 地域を理解したビジネス創造 

 ・地域と地域産業×リベラルアーツ×ビジネス 

 AI・IoT 活用をデザイン思考で創造 

 

IT 教育プログラムの検討 

●委員会 

IT 教育プログラム開発委員会の開催 

（オンライン開催） 

●調査 

文献調査 

ヒアリング調査 ※委員会発言を分析した 

（AI システム分野、ロボティクス分野、 

ビジネス分野の 3 分野の有識者対象） 

●オブジェクト型学習モデルの構築 

 AI システム分野、ロボティクス分野、 

ビジネス分野の 3 分野） 

 

2018 年 
テーマ 

●モデル・カリキュラムの開発 

●実証授業の実施 

地域や企業と連携してモデル・カリキュラムに 

基づく実証授業を企画・立案・実施（3 件） 

実証授業の評価・フィードバック 

 

●教育プログラムの検証 ※実証授業により検証した 
 

●普及をはかる 
報告会の開催 / 事業成果普及用冊子の制作 

IT 教育プログラムの完成、実証授業の実施、 
実証授業の知見を教育プログラムにフィードバック、教育プログラム検証 

IT 教育プログラムの企画・立案・検討、モデル・カリキュラムの開発、 
モデル・カリキュラムに基づく実証授業の実施 

●委員会 
IT 教育プログラム開発委員会の開催 

●調査 
アンケート調査  (多摩地域 IT企業/地域企業 等） 

 先進地視察・ヒアリング② 

●育成する人材像の設定 

●スキル/コンピテンシーの抽出・整理 

●IT 教育プログラムの企画・立案・検討 
 スキル・マトリックスの検討/「逆向き設計」の構築 

/ 達成度評価手法の開発 /「学び直し」対応の検討 

●モデル・カリキュラムの開発 
 教材 等 

 IT 講義 

 ・ACM標準カリキュラムや ITSS＋から科目を選定 

 “つぶしのきく”IT スキル獲得演習・実習 

 ・AI・IoT 活用に必要なWeb 技術を身につける 

 ・起業と就職どちらでも役に立つ IT のコアスキル 

 ・コースに分かれて専門領域を深掘り 

●普及をはかる 

検討のプロセスを周知して意見を求める 
 報告会の開催 

 

2019 年 
テーマ 

●実証授業の実施 

 地域や企業と連携して実証講座を検討・開発 
①機械学習を用いた予測分析によるデータ活用講座 
②自動運転手法の違いで知る機械学習の有効性 
③課題解決によるクリエイティブ・ラーニング講座 
④バーチャル八王子の具体的展開案アイデア出しハッカソン 
⑤地域の課題解決に向けて AI とデータについて考える 

●普及をはかる 
検討のプロセスを周知して意見を求める 

シンポジウム 等の開催 / 報告会の開催 

2020 年 
テーマ 

【実施済】 

【実施済】 



12 
 

ⅱ）今年度の具体的活動 

 

○実施事項 

●委員会 

IT 教育プログラム開発委員会の開催 

（Zoom を用いたオンライン会議を 3回実施） 

 

●調査 

・文献調査 

・有識者ヒアリング 

 委員会発言から、AI システム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野に関わる 

有識者の知見を得る 

 

●オブジェクト型学習モデルの構築 

  AI システム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野について 

  それぞれのパターン・ランゲージを作成し、利用可能にする 

 

●モデル・カリキュラムの開発 

 オブジェクト型学習モデルによりある学生におけるモデル・カリキュラムを提示 

 

●実証授業の実施 

地域課題とテクノロジーの組み合わせにより社会課題を解決する実証授業を検討・開発 

① AI システム分野   ②ロボティクス分野  ③ビジネス分野 

 

●教育プログラムの検証 

 実証授業により、開発した教育プログラムを検証 

 

●普及をはかる 

報告会の開催 

事業成果普及用冊子の制作・配布 
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○事業を推進する上で設置した会議 ※複数の会議を設置した場合には、欄を適宜追加して記載すること。 

会議名 IT 教育プログラム開発委員会 

目的・役割 

・ヒアリング調査の分析・検証 

・モデルカリキュラムの開発 

・実証授業の実施 

検討の 

具体的内容 

① 教育プログラムの検討・モデルカリキュラムの開発 

AI システム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野のパターン・ランゲージを作成 

モデルカリキュラムの開発 

② 実証授業の実施と検証 

AI システム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野の 3分野に実証授業 

③ 教育プログラムの検証 

④ 普及をはかる 

報告会の開催（2月中旬開催予定） 

 ・IT 教育プログラムの検討プロセスを周知して意見を求める・他地区での再現性を高める 

冊子の制作 

 ・3 年間の事業内容まとめと成果物の利活用方法等について紹介し活用を促進する 

 

委員数 
       ３１ 

（内代表機関関係者 10 名） 
開催頻度 3 回 
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IT 教育プログラム開発委員会の構成員（委員） 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 中嶋 徹 八王子市 事業全体への提言や広報活動 東京都 

２ 南部 かや 八王子市 事業全体への提言や広報活動 東京都 

３ 小川 謙二 東京都教育委員会（教育庁） 事業全体への提言や広報活動 東京都 

４ 上林 憲行 武蔵野大学 教育カリキュラムへの提案・協力 東京都 

５ 亀田 弘之 東京工科大学※ 教育カリキュラムへの提案・協力 東京都 

６ 田胡 和哉 東京工科大学※ 教育カリキュラムへの提案・協力 東京都 

７ 新保 幸一 東京工業高等専門学校 学生参加の協力、共同実施 東京都 

８ 前田 平作 東京都立町田工業高等学校 学生参加の協力、共同実施 東京都 

９ 諸江 吉則 八王子実践高等学校 学生参加の協力、共同実施 東京都 

10 織田澤 博樹 青翔開智高等学校 学生参加の協力、共同実施 鳥取県 

11 成井 弦 特定非営利活動法人エルピーアイジャパン 産業や人材ニーズについての提言 東京都 

12 上島 賢治 株式会社イー・ウエスト 技術的知見や人材ニーズ 東京都 

13 檜山 竹生 株式会社エイビット 技術的知見や人材ニーズ 東京都 

14 緒方 功治 日本アイ・ビー・エム株式会社 グローバル視点の提案 東京都 

15 鹿野谷 善夫 富士通株式会社 IT 技術・データ利活用の提案 東京都 

16 中村 悟 株式会社グルーヴノーツ IT 技術・データ利活用の提案 福岡県・東京都 

17 久保田達也 株式会社イッツ IT 技術・データ利活用の提案 東京都 

18 猪狩 宇司 富士ソフト株式会社 IT 技術・データ利活用の提案 神奈川県 

19 山本 和良 PTC ジャパン株式会社 IT 技術・データ利活用の提案 東京都 

20 渡辺 登 株式会社アフレル 実証講座等へ教材提供・講師派遣 福井県・東京都 

21 佐藤 圭一 株式会社シャープドキュメント 21 ヨシダ 実証講座等へ教材提供・講師派遣 宮城県・東京都 

22 巣山 真也 株式会社京王 IT ソリューションズ 実証講座等へ教材提供・講師派遣 東京都 

23 虻川 勝彦 感性 AI 株式会社 実証講座等へ教材提供・講師派遣 東京都 

24 山野 大星 日本工学院八王子専門学校※ 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

25 中山 敬二 日本工学院八王子専門学校※ 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

26 兒島 正広 日本工学院八王子専門学校※ 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

27 清水 憲一 日本工学院八王子専門学校※ 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

28 髙地 昭彦 日本工学院八王子専門学校※ 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

29 太田 晶 日本工学院八王子専門学校● 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

30 小林 彰人 日本工学院八王子専門学校● 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

31 木村 悠貴 日本工学院八王子専門学校● 事業全体の統括と委員会運営 東京都 

※代表機関関係者 ●事務局担当 
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○事業を推進する上で実施した調査 ※複数の調査を設置する場合には、適宜追加して記載すること。 

調査名 文献調査 

調査目的 

本IT教育プログラムのAIシステム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野において、各分野の人

材として必要となる、一般的なスキル、考え方、事例を抽出し、パターン・ランゲージ構築の基礎

データを得る。 

調査手法 

・書籍からキーワードや短文を抜き出して収集し AI 分析ツールにより分析する。 

・AI システム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野それぞれ 20 冊程度の書籍を対象とする。 

・抜き出すキーワードや短文は、各分野の人材として必要なスキルや考え方とする。 

調査項目 
本 IT 教育プログラムにおける AI システム分野、ロボティクス分野、ビジネス分野の観点から、各

分野に必要な、スキル、考え方、事例とする。 

分析内容 
書籍より収集したキーワードや短文を AI 分析ツールにより分析し、その分布や傾向を確認し、

整理・分類する。 

活用方法 本 IT 教育プログラムで開発するパターン・ランゲージの構築に用いる。 
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○開発に際して実施する実証授業の概要 

 

授業名 
＜実証授業 1＞ 

八王子・多摩地域の課題を画像認識で解決しよう 

開催日時 2021 年 1 月 11 日(月・祝) 9:30〜15:30 

開催形式 オンライン（Zoom） 

内容 

＜午前＞ 

・オンラインホワイトボードの使い方 

・Society5.0 とは 

・機械学習による画像認識モデルの生成体験 

 （Teachable Machine を用いた演習） 

・画像認識モデルを用いた Web アプリの制作体験 

 （p5.js Web Editor を用いた演習） 

 

＜午後＞ 

・自治体公式Web を用いた地域理解 

・機械学習による画像認識を用いて 

 地域課題を解決するアイデアを考える 

 （オンラインホワイトボード上に 

  付箋で書き込みながら意見共有＆レビュー） 

教材 

・カメラ付き PC 

・Chrome ブラウザ 

・オンラインホワイトボード miro 

・Google Teachable Machine 

・p5.js Web Editor 

・八王子市公式Web サイト 

・内閣府・総務省の資料等 

講師 

日本工学院八王子専門学校 

 IT カレッジ教員 太田 晶 

参加者 
専門学校生 8 名 

社会人 2 名 
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授業名 
＜実証授業 2＞ 

八王子・多摩地域の課題を半自律ロボットで解決しよう 

開催日時 2021 年 1 月 16 日(土) 9:30〜15:30 

開催形式 オンライン（Zoom） 

内容 

＜午前＞ 

・オンラインホワイトボードの使い方 

・Society5.0 とは 

・Web 技術で実装する半自律ロボットを解説 

・機械学習を用いたWeb アプリの実装方法解説 

 （機械学習ライブラリの体験含む） 

・半自律ロボットを遠隔制御する場合に必要な 

 WebRTC の NAT 越えに関する解説 

 （p5.js Web Editor を活用した体験含む） 

 

＜午後＞ 

・自治体公式Web を用いた地域理解 

・半自律ロボットも用いて 

 地域課題を解決するアイデアを考える 

 （オンラインホワイトボード上に 

  付箋で書き込みながら意見共有） 

 

教材 

・カメラ付き PC 

・Chrome ブラウザ 

・オンラインホワイトボード miro 

・Google Teachable Machine 

・p5.js Web Editor 

・八王子市公式Web サイト 

・内閣府・総務省の資料等 

講師 

日本工学院八王子専門学校 

 IT カレッジ教員 太田 晶 

参加者 
専門学校生 6 名 

社会人 1 名 
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授業名 

＜実証授業 3＞ 

八王子・多摩地域の課題を 

デジタルマーケティングで解決しよう 

開催日時 2021 年 1 月 30 日(土) 9:30〜15:30 

開催形式 オンライン（Zoom） 

内容 

＜午前＞ 

・オンラインホワイトボードの使い方 

・Society5.0 とは 

・地域企業による地域特性の解説 

 （株式会社 京王 IT ソリューションズ様） 

・自治体公式Web を用いた地域理解 

・地域課題の調査 

 （Web で調査しながらオンラインホワイトボード上に 

  付箋で書き込み、意見共有） 

 

＜午後＞ 

・デジタルマーケティングと関連 ICT 技術の解説 

・地域課題を解決するアイデアを考える 

 （オンラインホワイトボード上に 

  付箋で書き込みながら意見共有） 

教材 

・カメラ付き PC 

・Chrome ブラウザ 

・オンラインホワイトボード miro 

・多摩地域自治体の公式Web サイト 

・内閣府・総務省・経済産業省の公開資料 

講師 

日本工学院八王子専門学校 

 IT カレッジ教員 太田 晶 

アドバイザー 

 株式会社 京王 IT ソリューションズ 巣山様、立田様 

参加者 
専門学校生 6 名 

社会人 3 名 
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ⅳ）開発した教育カリキュラム・プログラムの検証 

    

これまでの検討に基づき本年度開発する教育プログラムについて、有識者へのヒアリングや、

実証講座の受講者および講師アンケート等の結果を分析し検証する。また、地域企業等による評

価を実施し、客観的立場からの意見を得る。 

 

■IT 教育モデル・カリキュラム等の検証は、 

・IT 教育プログラム開発委員会の委員 

・多摩地域の行政機関 

・地域企業 

・地域教育機関 

などへのヒアリング調査等において検証する。 

 

■実証講座の検証は、 

・IT 教育プログラム開発委員会での議論 

・講座受講者の実施前後のアンケート 

・講座担当講師へのヒアリング 

・開発に携わった企業 

・団体等へのヒアリング 

・講座と同一分野の IT 企業等へのヒアリング 

などを実施することで検証する。 

 

■上記検証で得た知見等を、 

・IT 教育プログラム開発委員会での議論においてフィードバックし、 

モデル・カリキュラムに反映する。 

・地域企業等による評価を実施し、客観的立場からの意見を得る。 

 

■事業終了後に広く公開する成果普及のための活動を行う中で、 

開発する IT 教育プログラムを導入する機関と連携し、検証を行う。 
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（４）事業実施に伴うアウトプット（成果物） 

 

 

委員会 

資料 

（第 1回） IT 教育プログラム開発委員会 委員会議事 スライド資料 

（第 2回） IT 教育プログラム開発委員会 資料 スライド資料 

（第 2回） IT 教育プログラム開発委員会 委員会議事 スライド資料 

報告書 報告会資料 
委員会資料に内包 

スライド資料 

実証授業 

実証授業 1 資料および作業記録 オンラインホワイトボード 

実証授業 2 資料および作業記録 オンラインホワイトボード 

実証授業 3 資料および作業記録 オンラインホワイトボード 

実証授業 1 アンケート結果 表計算データ 

実証授業 2 アンケート結果 表計算データ 

実証授業 3 アンケート結果 表計算データ 

実証授業記録動画 各回分データ 

冊子 事業成果普及用冊子 A4 サイズ 24 ページ 
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（５）本事業終了後※の成果の活用方針・手法 

 

１．提案校ホームページ等にて、情報を不特定多数の方に公開し、活用を促す 

・専修学校による地域産業中核的人材養成事業成果報告書 

・実証講座 教科書  

・3 年間の事業活動普及用資料 

 

２．提案校 日本工学院八王子専門学校での成果の活用 

・2019 年度、2020 年度に Society5.0 等対応モデル・カリキュラムの一部を特別授業等として導入。 

・2021 年度に Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラムを正規課程として導入。 

・2021 年度に Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラムに対応した学科 

[(仮)IT×ビジネス創造学科］設立を検討。 

・モデル・カリキュラムに基づくプロジェクト型の実習は八王子市等と協同して、継続して検証・実証を 

行っていく。 

・本事業で完成した Society5.0 等対応 IT 教育モデル・カリキュラムを社会情勢や技術の進歩に 

合わせて改定・更新を行う 

 

３．提案校 関連校 日本工学院専門学校、日本工学院北海道専門学校、東京工科大学での成果の活用 

・2019 年度、2020 年度に Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラムの一部を特別授業等として導入。 

・2021 年度以降に Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラムの一部を特別授業等として導入を検討。 

・2021 年度以降に Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラムを正規課程として導入を検討。 

 

４．他専門学校での成果の活用 

・一般社団法人 全国専門学校情報教育協会 加盟校および全国工業専門学校協会 会員校へ、 

2021 年度以降に Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラム導入の促進をはかるため、 

制作する事業成果普及用冊子等の PR を検討。 

・専修学校における中核的人材教育事業を担当する他校（船橋情報ビジネス専門学校 等）と連携し、 

意見交換や相互検証、育成した人材の PR を検討。 

 

５．高等学校、高等専門学校での成果の活用 

・若年技術者育成における教育カリキュラムや特別講義等で Society5.0 等 IT 教育対応モデル・カリキュ 

 ラムの一部の導入を促進。 

・本校教員が高等学校、高等専門学校にて Society5.0 等対応 IT 教育モデル・カリキュラムの一部を産学 

連携の特別授業等として実施を検討。 

   

６．企業・団体等での成果の活用 

・企業内研修等において、Society5.0 等対応 IT教育モデル・カリキュラムの一部の科目の導入を促進。 

 

７．多摩地域のスキルアップ希望者等での成果の活用 

・社会人の学び直しや未就業者などに対するスキル・アップ、キャリア・アップを目的とした研修等を検討。 
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対象分野の
人材育成に関する
情報・データ収集

オブジェクト型学習モデルの構築と活用（教育機関編）

既存
カリキュラム

オブジェクト型学習モデル構築の流れ

学習内容の
抽出と分類

知識・スキル・
コンピテンシー

の
抽出

オブジェクト型学習モデルを活用したカリキュラム開発の流れ（例）

先進事例
視察

スキル
スタンダード

専門家
ヒアリング

専門家
ヒアリング

専門家による議論
（委員会等）

抽象学習モデル
（クラス）の

生成

抽象学習
モデル

（クラス群）

オブジェクト指向に基づく
抽象化（＝クラス化）

教育専門家が
学習内容を分類し

学習時間や到達目標を設定

身につけるべき項目
(＝クラス)ごとの
・到達目標と評価
・学習活動
※クラスは科目ではない

実証授業
による分析

実証授業
による分析・検証

AIシステム分野
クラス群

ビジネス分野
クラス群

クラスの関係性や
依存関係も表現

AIビジネス
クラス群

分野横断の
クラス群を
構成することが

容易

クラス群から
部分的に利用

依存関係を考慮して
抽出できることで
必要な学びを確保

学習者ごとの学ぶ内容が
グループ化されて科目が

生成される

学習者

学習者ごとの
カリキュラム

学習者ごとの
カリキュラム
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オブジェクト型学習モデルを活用した学習管理システム

オブジェクト型学習モデルの活用イメージ（学習者編）

学習者B

IT分野「経験者」

学習者Aペルソナ 年齢：18歳 学歴：高等学校普通科 趣味：サッカー
学習動機：ロボカップを知ってAIやロボットに興味を持った。
コンピュータスキル：日頃はスマートフォンのみ使用しており、自分専用のPCは持っていない。
高校の授業でPCを使用するため、キーボードのタイピングやオフィスソフトの取り扱いは、多少経験がある。

学習者A

IT分野「入門者」

学習者Bペルソナ 年齢：18歳 学歴：工業高校情報科 趣味：アプリ開発
学習動機：自らのスマホアプリにAI技術を組み込みたい。アプリの利用者が増え有名になりたい。
コンピュータスキル：小学校からプログラミングに興味を持ち独学で勉強し、個人でスマホアプリを開発して、ストアに登録している。

Society5.0学科
クラス群

学習歴や
スキルの
チェック

入学時および
学期前後

学習者ごとの
学ぶ内容が
グループ化され
科目となる

スキルや趣向に
合わせて自動的に
科目の取捨選択

学習者A用
カリキュラム

学習者B用
カリキュラム

コンピュータリテラシーの
基礎から学び始め

ロボットプログラミングまで学ぶ

コンピュータリテラシーは
省き、機械学習APIの
活用やマーケティング
についても学ぶ

クラスごとの
評価基準と
スキルを比較し
履修の要・不要が
チェックされる
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モデルカリキュラム

（多摩地域Society5.0等対応IT教育）
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モデルカリキュラム（多摩地域Society5.0等対応IT教育） 2021年2月16日

モデルカリキュラム（多摩地域Society5.0等対応IT教育）は、AI・ロボティクスの職業専門科目を根幹に据え、専門技術を活用してのビジネス・地域活性の活用科目にて構成されてい
る。なお、学校・学部・学科の教育方針を踏まえ、教養系科目（リベラル・アーツ）の結合も想定される。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

職業専門科目
（AI系）

職業専門科目
（ロボティクス系）

活用科目
（ビジネス系）

活用科目
（地域活性系）

基礎科目

学年

分類

機械学習２

統計学

データ分析

ビッグデータ

AIプログラミング１

クラウドコンピューティング

データマイニング

ディープラーニング

線形代数

アルゴリズムと
データ構造２

データベース

人工知能概論

オブジェクト指向
分析・設計２

オブジェクト指向
プログラミング２

ネットワークコンピュータテクノロジ

AIプロデュース

情報セキュリティ

Webシステム開発発想法

ロボティクス概論

ロボティクス力学

機械製図

マイコンプログラミング

電気回路

コンピュータ概論

電子回路 制御工学

ロボット設計

ロボット制御 ロボットセンシング

ロボットプログラミング

シミュレーション工学

熱流体工学 機械加工

テクノロジー実習

CAD ロボット製作１

経営学

簿記会計

秘書技能

商品開発

ネットビジネスマネジメント

サービス接遇

新規事業開発

ビジネス
コミュニケーション

国際ビジネス
コミュニケーション

コミュニケーション技法

ビジネス経済 法務知識

プレゼンテーション

ビジネス
コンピューティング

マーケティング

データアナリティクス

ベンチャー

販売技能

地域マーケティング 地域ブランド開発地域イノベーション

多摩地域の産業

地域コミュニティ

多摩地域の歴史と文化

地域ビジネス

地域データ分析

地域振興

キャリアデザイン１

卒業研究
（設計・論文・ものづくり）

修了研究
（設計・論文・ものづくり）

キャリアデザイン２ キャリアデザイン３ キャリアデザイン４

外国語１ 外国語２ 外国語３ 外国語４

思想史 技術史 哲学科学史 社会学心理学

アルゴリズムと
データ構造１

オブジェクト指向
分析・設計１

オブジェクト指向
プログラミング１

AIプログラミング２機械学習１ AIプログラミング３

ロボット製作２

AIロボットプログラミング

地域・企業連携３地域・企業連携１ 地域・企業連携２ 地域・企業連携４

インターンシップ１ インターンシップ２ インターンシップ３ インターンシップ４

30(2)

30(2)

30(2)

60(2)

30(2)

30(2)

60(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

60(2)

60(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(1)

30(2)

30(2)

30(2)

60(2)

30(2)

30(2)

60(2)

60(2)

60(2)

60(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

60(2)

120(4)

60(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(1)

30(2)

30(2)

30(2)

60(2)

60(2)

60(2)

60(2)

60(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(1)

30(2)

30(2)

30(2)

60(2)

60(2)

30(2)

60(2)

30(2)

60(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(2)

30(1)

30(1)

30(2)

30(2)

60(2)

60(2)

60(2)

30(2)

60(2)

30(2)

30(1)

30(2)

30(2)

30(1)

30(1)

30(2)

30(2)

60(2)

30(2)

60(2)

120(4)

60(2)

30(2)

30(2)

60(2)

30(1)

30(1)

60(2)

※ある学生のカリキュラム例
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具象学習モデル（ビジネス系クラス仕様 ３年次）

法務知識
到
達
目
標

①商法、特定商品取引法、知的財産権など、ビジネスに
関連する法律の概略を説明できる。

C

学
習
活
動

①商法、特定商品取引法、知的財産権など、ビジネスに
関連する法律の基礎を学ぶ。

３０

簿記会計

到
達
目
標

1-①資産・負債・資本・収益・費用について理解し、具体的
な項目名を挙げることができる。
1-②仕訳・転記・決算・財務諸表の手順で作業を行い資料
作成できる。
2-①企業会計の守備範囲と、財務会計、管理会計、監査、
税務会計、財務分析のそれぞれの役割を説明できる。

C

C

C

学
習
活
動

1-①資産・負債・資本・収益・費用について学ぶ。
1-②仕訳・転記・決算・財務諸表の手順での作業をとおし
て、勘定科目と計算方法を学び、資料作成の演習を行う。
2-①企業会計の守備範囲と、財務会計、管理会計、監査、
税務会計、財務分析のそれぞれの役割について学ぶ。

１０
１０

１０

法務知識

簿記

マーケティング

到
達
目
標

①マーケティングの目的と要件を理解し、企業におけるマー
ケティング活動の重要性について説明できる。
②想定する製品市場における各製品のマーケティング手法
の共通点、相違点を説明できる。
③企業におけるブランド構築の必要性を理解し、説明できる。
④企業が顧客や社会との継続的関係を構築することの必要
性を説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①マーケティングの目的と要件を理解し、企業におけるマー
ケティング活動の重要性について学ぶ。
②想定する製品市場における各製品のマーケティング手法
の共通点、相違点について学ぶ。
③企業におけるブランド構築の必要性について学ぶ。
④企業が顧客や社会との継続的関係を構築することの必要
性について学ぶ。

５

１０

１０
５

マーケティング

ネットビジネス

到
達
目
標

①ネットビジネスの概要について説明できる
②インターネットを利用したマーケティング，および，Web

サイト構築に必要な情報システム技術を理解する
③サービス提供者の立場からネットビジネスのアイデアを
考えることができる

④消費者の立場からネットショッピングの利用方法を工夫
できる

C

C

C

C

学
習
活
動

①ネットビジネスの概要、特に現状について学ぶ。
②オンラインショップやアンケートシステムなどのWeb技術
を応用したシステムの構築方法を学び、実際の構築手順
を学ぶ。
③サービス提供者の立場からネットビジネスのアイデアを
考える演習を行う。
④消費者の立場からネットショッピングの利用方法につい
て学ぶ。

５
１０

１０

５

ネットビジネス

秘書技能

到
達
目
標

①社会人としての自覚と心構え、補佐役としての心構えを身
に着けている。
②機密を守る重要性、仕事を処理する際の心構え、人柄と身
だしなみについて理解している。
③秘書の機能と様々な役割、上司と秘書の関係を理解して
いる。
④職務上の心得、仕事の進め方について理解している。
⑤企業の形態と組織、企業活動について理解している。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①社会人としての自覚と心構え、補佐役としての心構えを学
ぶ。
②機密を守る重要性、仕事を処理する際の心構え、人柄と身
だしなみについて学ぶ。
③秘書の機能と様々な役割、上司と秘書の関係について学
ぶ。
④職務上の心得、仕事の進め方について学ぶ。
⑤企業の形態と組織、企業活動について学ぶ。

５

５

５

１０
５

秘書技能

企業会計

国際ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

1-①英語圏の外国人との意思疎通ができる。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基礎知識、ビジネ
スマナーを理解している。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネスメールが作成でき
る。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の進め方につい
て理解し実践できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

1-①言葉やジェスチャーなどの総合的なコミュニケーショ
ンの基礎を学ぶ。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基礎知識、ビジネ
スマナーを学ぶ。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネスメールの作成につ
いて学ぶ。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の進め方につい
て学ぶ。

１０

５

５

１０

国際
コミュニケーション

ビジネス
コミュニケーション
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具象学習モデル（サンプル①）

データ分析

到
達
目
標

①データ分析の基礎を理解し、ツール活用だけで
なくプログラミングでの分析に必要な基礎理論につ
いて説明できる。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデータ分
析ができる。

学
習
活
動

①データ分析の基礎と、ツール活用だけでなくプロ
グラミングでの分析に必要な基礎理論について学
ぶ。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデータ分
析について学ぶ。

ビッグデータ

到
達
目
標

①ビッグデータの概念について説明できる。
②ビックデータは社会でどの様に活用されている
のかを説明できる
③ビックデータから知識を抽出する技法について
説明できる。
④オープンデータを活用した事例について説明で
きる。

学
習
活
動

①ビッグデータの概念について学ぶ。
②ビックデータの社会で活用事例について学ぶ。
③ビックデータから知識を抽出する技法について
学ぶ。
④オープンデータを活用した事例について学ぶ。

ビッグデータ分析

到
達
目
標

1-①ビッグデータの概念について説明できる。
1-②ビックデータは社会でどの様に活用されているの
かを説明できる
1-③ビックデータから知識を抽出する技法について説
明できる。
1-④オープンデータを活用した事例について説明で
きる。
2-②データ分析ツールを活用して、ビッグデータを用
いた、具体的なデータ分析ができる。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

学
習
活
動

1-①ビッグデータの概念について学ぶ。
1-②ビックデータの社会で活用事例について学ぶ。
1-③ビックデータから知識を抽出する技法について学
ぶ。
1-④オープンデータを活用した事例について学ぶ。
2-②データ分析ツールを活用して、ビッグデータを用
いた、具体的なデータ分析について学ぶ。

４
４
８

４
１０
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具象学習モデル（サンプル③）

国際コミュニケーション

到達目標
①英語圏の外国人との意思疎通ができる。

学習活動
①言葉やジェスチャーなどの総合的なコミュニ
ケーションの基礎を学ぶ。

ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマナーを
理解している。
②ビジネス文書・ビジネスメールが作成できる。
③会議資料の作成と、会議の進め方について理解し実
践できる。

学
習
活
動

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマナーを
学ぶ。
②ビジネス文書・ビジネスメールの作成について学ぶ。
③会議資料の作成と、会議の進め方について学ぶ。

国際ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

1-①英語圏の外国人との意思疎通ができる。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基礎
知識、ビジネスマナーを理解している。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネスメール
が作成できる。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の
進め方について理解し実践できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

1-①言葉やジェスチャーなどの総合的なコミ
ュニケーションの基礎を学ぶ。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基礎
知識、ビジネスマナーを学ぶ。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネスメール
の作成について学ぶ。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の
進め方について学ぶ。

１５

１０

１０

１０
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具象学習モデル

（ AI系クラス仕様）

52



具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 １年次前期）

人工知能概論

人工知能概論

到
達
目
標

①人工知能の歴史と発展について説明できる。

②人工知能が対象としてきた問題領域、問題解決とその手法
について説明できる。
③人工知能とビッグデータやIoTとの関係、各産業への利用
事例について説明できる。
④ニューラルネットワークとディープラーニングの概略を説明
できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①人工知能の歴史と発展について学ぶ。
②人工知能が対象としてきた問題領域、問題解決とその手法
について学ぶ。
③人工知能とビッグデータやIoTとの関係、各産業への利用
事例について学ぶ。
④ニューラルネットワークとディープラーニングの概要を学ぶ。

５
５

１０

１０

統計学

到
達
目
標

①確率の概念が理解でき、事象の確率が計算できる。

②確率変数の概念が理解でき、期待値や分散を求められ
る。
③収集したデータを整理し必要な統計量を計算することに
よって、データを分析できる。
④標本分布を用いて母平均、母分散、母比率の推定・検定
ができる。
⑤記述統計結果を表やグラフで適切に表現できる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①確率の概念を理解し、事象の確率の計算について学ぶ。
②確率変数の概念を理解し、期待値や分散について学ぶ。
③収集したデータを整理し、統計量の計算と、データ分析
について学ぶ。

④標本分布による母平均、母分散、母比率の推定・検定を
学ぶ。
⑤記述統計結果を、表やグラフで表現する方法について
学ぶ。

５
５
５

５

１０

統計学

コンピュータテクノロジ

到
達
目
標

①コンピュータ構成要素として、プロセッサ、メモリ、バスなど
についての知識を正しく理解している。
②コンピュータシステムとして、コンピュータ構成要素、システ
ム構成要素、ソフトウェア、ハードウェアについての知識を正
しく理解している。
③技術要素として、ヒューマンインタフェース、マルチメディア
についての知識を正しく理解している。

C

C

C

学
習
活
動

①コンピュータ構成要素では、プロセッサ、メモリ、バスなどに
ついて学ぶ。
②コンピュータ構成要素、システム構成要素、ソフトウェア、
ハードウェアについて学ぶ。
③技術要素では、ヒューマンインタフェース、マルチメディアに
ついて学ぶ。

１０

１０

１０

コンピュータテクノロジ

アルゴリズムとデータ構造１
到
達
目
標

①各種データ構造を、適切に使いこなせる。
②各種アルゴリズムを、適切に使いこなせる。
③計算量の観点からアルゴリズムの良し悪しを見分けるこ
とができる。

C

C

C

学
習
活
動

①各種データ構造について学ぶ。
②各種アルゴリズムについて学ぶ。
③アルゴリズムの計算量について学ぶ。

２０
２０
２０

アルゴリズムとデータ構造

発想法

到
達
目
標

①基礎的な思考法を理解し説明できる。
②アイデアを発想するための手法を理解し説明できる。
③ビジネスにつなげる思考法を理解し説明できる。
④プロジェクトを推進させる思考法を理解し説明できる。
⑤分析に用いる手法を理解し説明できる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①基礎的な思考法について学ぶ。
②アイデアを発想するための手法について学ぶ。
③ビジネスにつなげる思考法について学ぶ。
④プロジェクトを推進させる思考法について学ぶ。
⑤分析に用いる手法について学ぶ。

５
５
５
５
１０

発想法
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具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 １年次後期）

線形代数

到
達
目
標

①ベクトルを理解し、その演算に習熟し応用することがで
きる。
②行列の意味を理解し、行列を用いて計算することができ
る。
③連立1次方程式を「掃き出し法」を用いて解くことができ
る。
④1次変換を理解し、それを行列で表現することができる。
⑤行列式の性質を理解し、それを用いて行列式を計算す
ることができる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①ベクトルを理解し、その演算について学ぶ。
②行列の意味を理解し、行列を用いた計算について学ぶ。
③連立1次方程式を「掃き出し法」を用いて解く訓練を行う。
④1次変換を理解し、それを行列で表現について学ぶ。
⑤行列式の性質を理解し、それを用いた行列式の計算を
学ぶ。

５
５
５
５
１０

情報セキュリティ

到
達
目
標

①セキュリティ技術の概要、必要性を説明できる。

②暗号技術の概要を説明できる。認証技術の概要を説明
できる。
③セキュリティプロトコルを理解し、説明できる。
④セキュリティマネジメント、セキュリティ対策等の応用や
活用例を知り、実社会において理解、活用ができる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①セキュリティ技術の概要、必要性について学ぶ。
②暗号技術、認証技術について学ぶ。
③セキュリティプロトコルについて学ぶ。

④セキュリティマネジメント、セキュリティ対策等の応用や
活用例を知り、実社会での活用について学ぶ。

５
５
１０
１０

線形代数

情報セキュリティ

AIプロデュース

到
達
目
標

①AI活用による価値創造・問題解決への理解が深まっている。
②演繹法と帰納法について説明できる。
③ロジックツリーによる原因追求、問題解決、要素分解ができ
る。
④ピラミッドストラクチャーの概要を理解し、自身の主張を記
述できる。
⑤ロジカルシンキング、クリティカルシンキングの重要性を説
明できる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①AI活用による価値創造・問題解決の訓練を行う。
②演繹法と帰納法について学ぶ。
③ロジックツリーによる原因追求、問題解決、要素分解につ
いて学ぶ。
④ピラミッドストラクチャーの概要を学び、自身の主張を記述
する訓練を行う。
⑤ロジカルシンキング、クリティカルシンキングについて学ぶ。

１０
１０
１０

１５

１５

AIプロデュース

機械学習１

到
達
目
標

①予測精度を上げるための各種テクニックや品質の担保
を確認する手法について説明できる。
②教師あり学習のアルゴリズムを説明できる。
③教師なし学習のアルゴリズムを説明できる。
④強化学習のアルゴリズムを説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①予測精度を上げるための各種テクニックや品質の担保
を確認する手法について学ぶ。
②教師あり学習のアルゴリズムについて学ぶ。
③教師なし学習のアルゴリズムについて学ぶ。
④強化学習のアルゴリズムについて学ぶ。

５

１０
１０
５

機械学習

アルゴリズムとデータ構造２
到
達
目
標

①各種データ構造を、適切に使いこなせる。
②各種アルゴリズムを、適切に使いこなせる。
③計算量の観点からアルゴリズムの良し悪しを見分けるこ
とができる。

B

B

B

学
習
活
動

①各種データ構造について学ぶ。
②各種アルゴリズムについて学ぶ。
③アルゴリズムの計算量について学ぶ。

２０
２０
２０

アルゴリズムとデータ構造
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具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 ２年次前期）

ネットワーク

到
達
目
標

①OSI参照モデルならびにTCP/IPの概念について説明できる。
②レイヤー１では、信号と衝突について理解している。

③レイヤー２では、アドレスとイーサネット、スイッチについて
理解している。
④レイヤー3では、インターネットプロトコル、IPアドレス、サブ
ネッティング、クラスアドレッシング、DHCP、ARP、DNS、デフ
ォルトゲートウェイ、ルーティングについて説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①OSI参照モデルならびにTCP/IPの概念について学習する。
②レイヤー１では、信号と衝突について学習する。

③レイヤー２では、アドレスとイーサネット、スイッチについて
学習する。
④レイヤー3では、インターネットプロトコル、IPアドレス、サブ
ネッティング、クラスアドレッシング、DHCP、ARP、DNS、デフ
ォルトゲートウェイ、ルーティングなどを学習する。

５
５
１０

１０

ネットワーク

Webシステム開発
到
達
目
標

①クライアント・サーバーシステムならびにWebシステムの
基本を理解している。
②HTML・CSS・JavaScript・PHP・jQuery等の基礎的な
Web技術の要素を利用したWebシステムを作成できる。

C

C

学
習
活
動

①クライアント・サーバーシステムならびにWebシステムの
概要について学ぶ。
②HTML・CSS・JavaScript・PHP・jQuery等の、Web技術
要素を利用したWebシステムの作成について学ぶ。

１０

５０

Webシステム開発

オブジェクト指向分析・設計１
到
達
目
標

①UMLによるユースケース分析からクラス設計ができる。 C

学
習
活
動

①UMLによるオブジェクト指向分析・設計技術（ユースケー
ス分析からクラス設計まで）を学ぶ。

６０

オブジェクト指向プログラミング１
到
達
目
標

①オブジェクト指向によるプログラミング能力を身につけて
いる。
②オブジェクト指向の基礎的な項目を理解し説明できる。

C

C

学
習
活
動

①オブジェクト指向を用いたプログラミングの訓練を行う。
②オブジェクト指向の基本概念であるクラス，継承，多態性、
データを格納するフィールド・属性、操作を実装するメソッド
などについて学ぶ。

４０
２０

オブジェクト指向分析・設計 オブジェクト指向プログラミング

機械学習２

到
達
目
標

①予測精度を上げるための各種テクニックや品質の担保
を確認する手法について説明できる。
②教師あり学習のアルゴリズムを説明できる。
③教師なし学習のアルゴリズムを説明できる。
④強化学習のアルゴリズムを説明できる。

B

B

B

B

学
習
活
動

①予測精度を上げるための各種テクニックや品質の担保
を確認する手法について学ぶ。
②教師あり学習のアルゴリズムについて学ぶ。
③教師なし学習のアルゴリズムについて学ぶ。
④強化学習のアルゴリズムについて学ぶ。

５

１０
１０
５

機械学習

55



具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 ２年次後期）

ディープラーニング

到
達
目
標

①ディープラーニング手法として、活性化関数、学習率の最適
化、CNN、RNN、深層強化学習、深層生成モデルについて説
明できる。
②ディープラーニングの研究分野として、画像認識、自然言語
処理、音声処理、ロボティクス （強化学習）、マルチモーダルに
ついて概略を説明できる。

C

C

学
習
活
動

①ディープラーニング手法として、活性化関数、学習率の最適
化、CNN、RNN、深層強化学習、深層生成モデルについて学
ぶ。
②ディープラーニングの研究分野として、画像認識、自然言語
処理、音声処理、ロボティクス （強化学習）、マルチモーダルに
ついて概要について学ぶ。

１５

１５

ディープラーニング

データベース
到
達
目
標

①リレーショナルデータベースとは何かを説明できる。
②正規化の概念と具体的な手順について説明できる。
③集合演算と関係演算を説明でき、SQLにて表現できる。
④関連する情報をERモデルで表現できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①リレーショナルデータベースの概念にてついて学ぶ。
②正規化の概念と具体的な手順について学ぶ。

③集合演算と関係演算について学び、これらを活用した
SQL表現について学ぶ。
④関連する情報をERモデルで表現（分析・設計）について
学ぶ。

１０
１０
２０

２０

データベース
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具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 ３年次前期）

オブジェクト指向分析・設計２
到
達
目
標

①UMLによるユースケース分析からクラス設計ができる。 B

学
習
活
動

①UMLによるオブジェクト指向分析・設計技術（ユースケー
ス分析からクラス設計まで）を学ぶ。

６０

オブジェクト指向プログラミング２
到
達
目
標

①オブジェクト指向によるプログラミング能力を身につけて
いる。
②オブジェクト指向の基礎的な項目を理解し説明できる。

B

B

学
習
活
動

①オブジェクト指向を用いたプログラミングの訓練を行う。
②オブジェクト指向の基本概念であるクラス，継承，多態性、
データを格納するフィールド・属性、操作を実装するメソッド
などについて学ぶ。

４０
２０

オブジェクト指向分析・設計 オブジェクト指向プログラミング

クラウドコンピューティング

到
達
目
標

①クラウドコンピューティングの基本概念を説明できる。
②クラウドサービス、運用モデルについて説明できる。
③クラウドに活用されている仮想化技術について説明でき
る。
④AWS(Amazon Web Services)を題材に、クラウドサービ
スの活用モデルを構築できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①クラウドコンピューティングの概念について学ぶ。
②クラウドサービス、運用モデルについて学ぶ。
③クラウドに活用されている仮想化技術について学ぶ。
④AWS(AmazonWebServices)を題材に、クラウドサービス
を活用して運用モデルを構築できる。

１０
１０
１０
３０

クラウドコンピューティング

AIプログラミング１

到
達
目
標

①「教師あり学習」の分類について、プログラムを記述で
きる。
②「教師あり学習」の予測について、プログラムを記述で
きる。
③「教師なし学習」によるクラスタリングについて、プログ
ラムを記述できる。

C

C

C

学
習
活
動

①「教師あり学習」の分類についてのプログラミングを学
ぶ。
②「教師あり学習」の予測についてのプログラミングを学
ぶ。

③「教師なし学習」によるクラスタリングについてのプログ
ラミングを学ぶ。

２０

２０

２０

AIプログラミング
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具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 ３年次後期）

データ分析
到
達
目
標

①データ分析の基礎を理解し、ツール活用だけでなくプログ
ラミングでの分析に必要な基礎理論について説明できる。

②データ分析ツールを活用して、具体的なデータ分析ができ
る。

C

C

学
習
活
動

①データ分析の基礎と、ツール活用だけでなくプログラミン
グでの分析に必要な基礎理論について学ぶ。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデータ分析につ
いて学ぶ。

３０

３０

データ分析

ビッグデータ

到
達
目
標

①ビッグデータの概念について説明できる。
②ビックデータは社会でどの様に活用されているのかを説明
できる
③ビックデータから知識を抽出する技法について説明できる。
④オープンデータを活用した事例について説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①ビッグデータの概念について学ぶ。
②ビックデータの社会で活用事例について学ぶ。
③ビックデータから知識を抽出する技法について学ぶ。
④オープンデータを活用した事例について学ぶ。

５
５
１０
１０

ビッグデータ

AIプログラミング２
到
達
目
標

④クラウドAIサービスを、プログラムに組み込むことがで
きる。
⑤Python言語により、プロトタイプ制作ができる。

C

C

学
習
活
動

④クラウドAIサービス活用した、プログラミングを学ぶ。
⑤Python言語によるプロトタイプ制作について学ぶ。

３０
３０

AIプログラミング
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具象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様 ４年次前期）

データマイニング

到
達
目
標

①ロジスティック回帰分析により、分析結果を得ることがで
きる。
②ABC分析により、分析結果を得ることができる。
③アソシエーション分析により、分析結果を得ることができ
る。
④クラスター分析により、分析結果を得ることができる。
⑤主成分分析により、分析結果を得ることができる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①ロジスティック回帰分析による分析手法について学ぶ。
②ABC分析による分析手法について学ぶ。
③アソシエーション分析による分析手法について学ぶ。
④クラスター分析による分析手法について学ぶ。
⑤主成分分析による分析手法について学ぶ。

１０
１０
１０
１０
２０

データマイニング

AIプログラミング３
到
達
目
標

④クラウドAIサービスを、プログラムに組み込むことがで
きる。
⑤Python言語により、プロトタイプ制作ができる。

B

B

学
習
活
動

④クラウドAIサービス活用した、プログラミングを学ぶ。
⑤Python言語によるプロトタイプ制作について学ぶ。

３０
３０

AIプログラミング
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具象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様 ３年次後期）

ロボット設計

到
達
目
標

①対偶の運動自由度、インボリュート歯車の基礎円、圧力
角など、メカニズムの基本知識を理解している。

②メカニズムの運動自由度を計算し、ジョイントの種類を変
えられる。
③平行リンク機構の種類や特徴を説明することができる。
④数式や作図により平行リンク機構の運動解析ができる。
⑤歯車機構の動作メカニズムを理解し、複数の歯車を組み
合わせた機構の運動解析ができる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①対偶の運動自由度、インボリュート歯車の基礎円、圧力
角など、メカニズムの基本知識を学ぶ。

②メカニズムの運動自由度の計算や、ジョイントの種類につ
いて学ぶ。
③平行リンク機構の種類や特徴について学ぶ。
④数式や作図による平行リンク機構の運動解析について学
ぶ。
⑤歯車機構の動作メカニズム、複数の歯車を組み合わせた
機構の運動解析について学ぶ。

１０

１０

１０
１０

２０

シミュレーション工学

到
達
目
標

①動的システムのモデルを導出し、過渡応答、周波数応
答をシミュレーションできる。

②ベクトル軌跡やナイキスト軌跡を利用して、制御系の安
定性や特性を読み取ることができる。
③ボード線図を利用して、制御系の安定性や特性を読み
取ることができる。
④簡単な動的システムの制御系設計や解析ができる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①動的システムのモデルの導出、過渡応答、周波数応答
のシミュレーションについて学ぶ。

②ベクトル軌跡やナイキスト軌跡を利用した、制御系の安
定性や特性について学ぶ。

③ボード線図を利用した、制御系の安定性や特性につい
て学ぶ。
④簡単な動的システムの制御系設計や解析について学
ぶ。

５

５

１０

１０

ロボット設計

シミュレーション工学

熱流体工学

到
達
目
標

①静止流体の圧力分布を理解できる。

②連続の式、ベルヌーイの式などから圧力分布が計算でき
る。
③熱と物質の三態、気体の状態量、エネルギー保存、熱伝
導が理解でき、簡単な計算ができる。

C

C

C

学
習
活
動

①静止流体の圧力分布について学ぶ。
②連続の式、ベルヌーイの式による圧力分布の計算を学ぶ。

③熱と物質の三態、気体の状態量、エネルギー保存、熱伝
導について学び、計算の訓練を行う。

１０
１０
１０

熱流体工学

マイコンプログラミング

到
達
目
標

①マイコンの役割とプログラムの流れを理解できる。
②Ｉ／Ｏポートの役割を理解し、入出力プログラムを作成して
動作させることができる。
③割り込み処理を理解し、タイマ割り込みプログラムを作成
して動作させることができる。
④シリアル通信の役割を理解し、送受信プログラムを作成し
て動作させることができる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①マイコンの役割とプログラムの流れについて学ぶ。
②Ｉ／Ｏポートの役割と、入出力プログラムの作成について
学ぶ。
③割り込み処理と、タイマ割り込みプログラムの作成につい
て学ぶ。
④シリアル通信の役割と、送受信プログラムの作成につい
て学ぶ。

１０
１０

２０

２０

マイコンプログラミング
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具象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様 ４年次前期）

ロボット制御

到
達
目
標

①ロボットマニピュレータの位置と姿勢を三次元空間上に表
現できる。
②ロボットマニピュレータの順運動学問題と逆運動学問題を
理解し、手先位置や関節角度を計算できる。
③ロボットマニピュレータの運動方程式を導出し数式モデル
を表現できる。

④ロボットマニピュレータの位置制御や力制御を理解し、安
定なフィードバック制御を実現できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①ロボットマニピュレータの姿勢制御について学ぶ。
②ロボットマニピュレータの順運動学問題と逆運動学問題を
学び、手先位置や関節角度の計算について学ぶ。

③ロボットマニピュレータの運動方程式の導出と、数式モデ
ルについて学ぶ。
④ロボットマニピュレータの位置制御や力制御を学ぶ。

５
５

１０

１０

ロボット制御

ロボティクス力学

到
達
目
標

①簡単な形状の物体の重心及び慣性モーメントが計算で
きる。
②重力、減衰力、復元力を受けた質点の運動方程式を解
くことができる。
③質点及び剛体の運動に対してラグランジュの方程式を
立てることができ、それよりニュートンの運動方程式を導く
ことができる。

C

C

C

学
習
活
動

①物体の重心及び慣性モーメントの計算について学ぶ。

②重力、減衰力、復元力を受けた質点の運動方程式の解
法について学ぶ。
③質点及び剛体の運動に対するラグランジュの方程式に
ついて学び、ニュートンの運動方程式の解法について学ぶ。

１０
１０

１０

ロボティクス力学

ロボット製作１

到
達
目
標

①ロボットの基本要素であるセンサ、アクチュエータ、マイ
コンなどについて理解している。

②ロボット製作に必要な部品（電装系・機械系）の選定が
できる。
③機械要素・機構、電子回路を理解し、必要な部品が製作
できる。
④部品の調整をしながら、部品の組み立てができる。
⑤ロボットの動作検証ができる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①ロボットの基本要素であるセンサ、アクチュエータ、マイ
コンなどについて学ぶ。
②ロボット製作に必要な部品（電装系・機械系）について学
ぶ。

③機械要素・機構、電子回路を理解し、部品製作の訓練を
行う。
④部品の調整をしながら、部品の組み立てを学ぶ。
⑤ロボットの動作検証について学ぶ。

１０

１０

２０

１０
１０

ロボット製作

ロボットプログラミング

到
達
目
標

①基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解することができる。
②基本的なアルゴリズムとデータ構造に基づく、プログラムが
作成できる。
③シミュレータの仮想空間上のロボットにプログラムを実装で
きる。
④現実空間上のロボットにプログラムを実装できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①基本的なアルゴリズムとデータ構造を学ぶ。

②基本的なアルゴリズムとデータ構造によるプログラミングを
学ぶ。
③シミュレータの仮想空間上のロボットにプログラムを実装す
る方法を学ぶ。
④現実空間上のロボットにプログラムを実装する方法を学ぶ。

１０
１０

２０

２０

ロボットプログラミング
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具象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様 ４年次後期）

ロボット製作２

到
達
目
標

①ロボットの基本要素であるセンサ、アクチュエータ、マイ
コンなどについて理解している。
②ロボット製作に必要な部品（電装系・機械系）の選定が
できる。

③機械要素・機構、電子回路を理解し、必要な部品が製作
できる。
④部品の調整をしながら、部品の組み立てができる。
⑤ロボットの動作検証ができる。

B

B

B

B

B

学
習
活
動

①ロボットの基本要素であるセンサ、アクチュエータ、マイ
コンなどについて学ぶ。
②ロボット製作に必要な部品（電装系・機械系）について学
ぶ。
③機械要素・機構、電子回路を理解し、部品製作の訓練を
行う。
④部品の調整をしながら、部品の組み立てを学ぶ。
⑤ロボットの動作検証について学ぶ。

１０

１０

２０

１０
１０

ロボット製作

機械加工

到
達
目
標

①切削工学における基礎的な理論が理解できる。
②切削諸元の測定法が理解できる。
③切削工具損傷の形態とその特徴が理解できる。
④粉末冶金法を用いた切削工具製造法が理解できる。
⑤仕上げ面品位が理解できる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①切削工学における基礎的な理論を学ぶ。
②切削諸元の測定法について学ぶ。
③切削工具損傷の形態とその特徴について学ぶ。
④粉末冶金法を用いた切削工具製造法について学ぶ。
⑤仕上げ面品位について学ぶ。

１０
１０
１０
１５
１５

機械加工

ロボットセンシング

到
達
目
標

①センサの必要性を説明できる。
②センサおよびアクチュエータとは何か説明できる。
③各種センサの原理および構成を説明できる。
④センサの信号処理技術の必要性について説明できる。
⑤ロボットに搭載されているセンサ技術について説明できる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①センサの必要性について学ぶ。
②センサおよびアクチュエータについて学ぶ。
③各種センサの原理および構成について学ぶ。
④センサの信号処理技術の必要性について学ぶ。
⑤ロボットに搭載されているセンサ技術について学ぶ。

１０
１０
１０
１０
２０

ロボットセンシング

AIロボットプログラミング

到
達
目
標

1-①基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解することができる。
1-②基本的なアルゴリズムとデータ構造に基づく、プログラムが作成できる。
2-④クラウドAIサービスを、プログラムに組み込むことができる。
2-⑤Python言語により、プロトタイプ制作ができる。
1-③シミュレータの仮想空間上のロボットにAIプログラムを実装できる。
1-④現実空間上のロボットにAIプログラムを実装できる。

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

学
習
活
動

1-①基本的なアルゴリズムとデータ構造を学ぶ。
1-②基本的なアルゴリズムとデータ構造によるプログラミングを学ぶ。
2-④クラウドAIサービス活用した、プログラミングを学ぶ。
2-⑤Python言語によるプロトタイプ制作について学ぶ。
1-③シミュレータの仮想空間上のロボットにAIプログラムを実装する方法を学ぶ。
1-④現実空間上のロボットにAIプログラムを実装する方法を学ぶ。

１０
１０
１０
１０
１０
１０

ロボットプログラミング AIプログラミング
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具象学習モデル

（ビジネス系クラス仕様）
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具象学習モデル（ビジネス系クラス仕様 １年次）

ビジネスコンピューティング
到
達
目
標

①企業経営とITの関係が理解できる。
②コンピュータシステムに関する知識を持ち、説明できる。
③PCの基本的な操作ができる。

C

C

C

学
習
活
動

①企業経営とITの関係について学ぶ。

②コンピュータシステムに関するビジネスへの活用について
学ぶ。
③PCの基本な設定および操作について学ぶ。

１０
２０

３０

ビジネスコンピューティング

コミュニケーション技法

到
達
目
標

①コミュニケーションにおける傾聴の技術について説明できる。

②相手の話を正しく理解するために効果的な質問技法につい
て説明できる。
③物事を論理的に考え、整理し、わかりやすく伝える方法につ
いて説明できる。

④チームにおけるコミュニケーションで大切な考え方や行動に
ついて説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①コミュニケーションにおける傾聴の技術について学ぶ。
②相手の話を正しく理解するために効果的な質問技法を学ぶ。
③物事を論理的に考え、整理し、わかりやすく伝える方法につ
いて学ぶ。

④チームにおけるコミュニケーションで大切な考え方や行動に
ついて学ぶ。

５
５
１０

１０

コミュニケーション技法

ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマナーを理解
している。
②ビジネス文書・ビジネスメールが作成できる。
③会議資料の作成と、会議の進め方について理解し実践で
きる。

C

C

C

学
習
活
動

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマナーを学ぶ。
②ビジネス文書・ビジネスメールの作成について学ぶ。
③会議資料の作成と、会議の進め方について学ぶ。

１０
１０
１０

ビジネスコミュニケーション
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具象学習モデル（ビジネス系クラス仕様 ２年次）

マネジメント

到
達
目
標

①組織，経営戦略、顧客、価値、事業などの基本用語・概
念について説明できる。
②モデル化・定式化された所与の問題に関して、変数、制
約条件、目的関数などを論理的に説明できる。
③モデル化・定式化された所与の問題を、ＯＲを用いて解く
ことができる。

C

C

C

学
習
活
動

①組織，経営戦略、顧客、価値、事業などの基本用語・概
念について学ぶ。

②モデル化・定式化された所与の問題に関して、変数、制
約条件、目的関数について学ぶ。
③モデル化・定式化された所与の問題を、ＯＲを用いて解く
演習を行う。

１０

１０

１０

マネジメント

経営学

到
達
目
標

①企業活動、顧客、マーケティング、経営戦略、組織論
などの基本用語とその関係について説明ができる。
②情報化と企業活動に関する分析を行うために必要な
基礎的な用語・概念について説明できる。
③情報化と企業活動に関する最近の動向について説明
できる。

C

C

C

学
習
活
動

①企業活動、顧客、マーケティング、経営戦略、組織論
などの用語とその関係について学ぶ。
②情報化と企業活動に関する分析を行うために必要な
用語・概念について学ぶ。
③情報化と企業活動に関する最近の動向について学ぶ。

１０

１０

１０

経営学

プレゼンテーション

到
達
目
標

①特定のテーマについて調査を行い、目的が明確で、論
理的な流れの発表にまとめることができる。
②プレゼンテーションソフトを用いて、強調したい部分が
わかるようなスライドを作成できる
③適切な速度や声量で、原稿を棒読みせずに聴衆に向
かってプレゼンテーションできる

C

C

C

学
習
活
動

①テーマを踏まえ、効果的な情報検索の方法を学ぶ。

②プレゼンテーションを組み立てる手順と、シナリオ構築
について学ぶ。
③プレゼンテーション資料の基礎的な型について学ぶ。

④プレゼンテーションのデータ表現とビジュアル表現にお
ける型を学ぶ。

⑤実際にプレゼンテーションを行い、資料のブラッシュア
ップを行う。

５
５

５
５

１０

プレゼンテーション

ビジネス経済

到
達
目
標

①ビジネスに必要な経済活動に概略を説明できる。
②需要や供給などのミクロ経済理論について説明できる。
③景気循環や経済政策などのマクロ経済理論について説明
できる。
④経済に関する基礎的な理論を基に、具体的な経済事象に
ついて経済理論と関連付けて考察できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①ビジネスに必要な経済活動に関する基礎的な知識を学ぶ。
②需要や供給などのミクロ経済理論について学ぶ。
③景気循環や経済政策などのマクロ経済理論について学ぶ。
④経済に関する基礎的な理論を基に、具体的な経済事象に
ついて経済理論と関連付けて考察する。

５
１０
１０
５

ビジネス経済

サービス接遇

到
達
目
標

①明るさと誠実さ、適切な判断と表現、身だしなみが理解
できる。
②良識と素直な態度、適切な行動と協調性、清潔感、忍
耐力のある行動が理解できる。
③サービスの意義、機能、種類が理解できる。
④対人心理、一般的なマナー、接遇者のマナーが理解で
きる
⑤接遇用語、接遇者としての基本的な話し方、指示・説明
の仕方が理解できる。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①明るさと誠実さ、適切な判断と表現、身だしなみについ
て学ぶ。
②良識と素直な態度、適切な行動と協調性、清潔感、忍
耐力のある行動について学ぶ。
③サービスの意義、機能、種類について学ぶ。
④対人心理、一般的なマナー、接遇者のマナーについて
学ぶ

⑤接遇用語、接遇者としての基本的な話し方、指示・説明
の仕方について学ぶ。

５

５

５
５

１０

サービス接遇
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具象学習モデル（ビジネス系クラス仕様 ３年次）

法務知識
到
達
目
標

①商法、特定商品取引法、知的財産権など、ビジネスに
関連する法律の概略を説明できる。

C

学
習
活
動

①商法、特定商品取引法、知的財産権など、ビジネスに
関連する法律の基礎を学ぶ。

３０

簿記会計

到
達
目
標

1-①資産・負債・資本・収益・費用について理解し、具体的
な項目名を挙げることができる。
1-②仕訳・転記・決算・財務諸表の手順で作業を行い資料
作成できる。
2-①企業会計の守備範囲と、財務会計、管理会計、監査、
税務会計、財務分析のそれぞれの役割を説明できる。

C

C

C

学
習
活
動

1-①資産・負債・資本・収益・費用について学ぶ。
1-②仕訳・転記・決算・財務諸表の手順での作業をとおし
て、勘定科目と計算方法を学び、資料作成の演習を行う。
2-①企業会計の守備範囲と、財務会計、管理会計、監査、
税務会計、財務分析のそれぞれの役割について学ぶ。

１０
１０

１０

法務知識

簿記

マーケティング

到
達
目
標

①マーケティングの目的と要件を理解し、企業におけるマー
ケティング活動の重要性について説明できる。
②想定する製品市場における各製品のマーケティング手法
の共通点、相違点を説明できる。
③企業におけるブランド構築の必要性を理解し、説明できる。
④企業が顧客や社会との継続的関係を構築することの必要
性を説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①マーケティングの目的と要件を理解し、企業におけるマー
ケティング活動の重要性について学ぶ。
②想定する製品市場における各製品のマーケティング手法
の共通点、相違点について学ぶ。
③企業におけるブランド構築の必要性について学ぶ。
④企業が顧客や社会との継続的関係を構築することの必要
性について学ぶ。

５

１０

１０
５

マーケティング

ネットビジネス

到
達
目
標

①ネットビジネスの概要について説明できる
②インターネットを利用したマーケティング，および，Web

サイト構築に必要な情報システム技術を理解する
③サービス提供者の立場からネットビジネスのアイデアを
考えることができる

④消費者の立場からネットショッピングの利用方法を工夫
できる

C

C

C

C

学
習
活
動

①ネットビジネスの概要、特に現状について学ぶ。
②オンラインショップやアンケートシステムなどのWeb技術
を応用したシステムの構築方法を学び、実際の構築手順
を学ぶ。
③サービス提供者の立場からネットビジネスのアイデアを
考える演習を行う。
④消費者の立場からネットショッピングの利用方法につい
て学ぶ。

５
１０

１０

５

ネットビジネス

秘書技能

到
達
目
標

①社会人としての自覚と心構え、補佐役としての心構えを身
に着けている。
②機密を守る重要性、仕事を処理する際の心構え、人柄と身
だしなみについて理解している。
③秘書の機能と様々な役割、上司と秘書の関係を理解して
いる。
④職務上の心得、仕事の進め方について理解している。
⑤企業の形態と組織、企業活動について理解している。

C

C

C

C

C

学
習
活
動

①社会人としての自覚と心構え、補佐役としての心構えを学
ぶ。
②機密を守る重要性、仕事を処理する際の心構え、人柄と身
だしなみについて学ぶ。
③秘書の機能と様々な役割、上司と秘書の関係について学
ぶ。
④職務上の心得、仕事の進め方について学ぶ。
⑤企業の形態と組織、企業活動について学ぶ。

５

５

５

１０
５

秘書技能

企業会計

国際ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

1-①英語圏の外国人との意思疎通ができる。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基礎知識、ビジネ
スマナーを理解している。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネスメールが作成でき
る。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の進め方につい
て理解し実践できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

1-①言葉やジェスチャーなどの総合的なコミュニケーショ
ンの基礎を学ぶ。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基礎知識、ビジネ
スマナーを学ぶ。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネスメールの作成につ
いて学ぶ。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の進め方につい
て学ぶ。

１０

５

５

１０

国際
コミュニケーション

ビジネス
コミュニケーション
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具象学習モデル（ビジネス系クラス仕様 ４年次）

データアナリティクス

到
達
目
標

①目的・課題に応じたアンケート調査計画を策定できる。
②単純集計、クロス集計を理解し、アンケート結果を集計
できる。
③Excelを用いて円グラフ、棒グラフ、散布図にグラフ化
できる。
④信頼区間や検定を用いて仮説の正しさを立証できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①目的・課題に応じたアンケート調査計画をについて学
ぶ。
②単純集計、クロス集計にて、アンケート結果集計につい
て学ぶ。
③Excelを用いて円グラフ、棒グラフ、散布図のグラフ化
を学ぶ。
④信頼区間や検定を用いて仮説の立証について学ぶ。

１０

１０

５

５

データアナリティクス

新規事業開発
到
達
目
標

①新規に事業を起こす場合の手法として、起業する際の事
業計画、資金計画、関連法規、申請手続きについて説明で
きる。
②事業計画書を実際に作成し、プレゼンテーションできる。

C

C

学
習
活
動

①新規に事業を起こす場合の手法として、起業する際の事
業計画、資金計画、関連法規、申請手続きについて学ぶ。
②事業計画書を実際に作成する演習を行い、プレゼンテー
ションすることでフィードバックを得る演習を行う。

１０

２０

商品開発
到
達
目
標

①新規商品を企画、開発していくための一連の方法につい
て説明できる。
②基本的な顧客ニーズの分析ができる。

C

C

学
習
活
動

①新規商品を企画、開発していくための一連の方法につい
て学ぶ。
②顧客ニーズを分析する方法について学び、演習を行う。

１０

２０

新規事業開発商品開発

販売技能
到
達
目
標

①マーケティングの基本的な考え方や、流通・小売業で必
要な基礎知識・技能を理解している。

C

学
習
活
動

①マーケティングの基本的な考え方や、流通・小売業で必
要な基礎知識・技能について学ぶ。

３０

販売技能

ベンチャー

到
達
目
標

①ベンチャー企業を取り巻く経営環境とその変化
②ベンチャー企業の果たす社会的な役割を理解し、大企業、
中小企業との相違を説明できる
③ベンチャー企業が大企業へ成長するために必要な要件を
説明できる。
④現代のベンチャー企業を理論的、実証的に説明できる。

C

C

C

C

学
習
活
動

①ベンチャー企業を取り巻く経営環境とその変化について学
ぶ。

②ベンチャー企業の果たす社会的な役割を理解し、大企業、
中小企業との相違について学ぶ。
③ベンチャー企業が大企業へ成長するために必要な要件に
ついて学ぶ。
④現代のベンチャー企業を理論的、実証的に考察する。

５

５

１０

１０

ベンチャー
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具象学習モデル

（地域活性系クラス仕様）
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具象学習モデル（地域活性系クラス仕様 １年次）

多摩地域の歴史と文化
到
達
目
標

①多摩地域の歴史と文化から、他の地域との類似点・相違
点について説明できる。

C

学
習
活
動

①多摩地域の歴史と文化から、他の地域との類似点・相違
点について学ぶ。

３０

多摩地域の産業
到
達
目
標

①多摩地域の産業から、他の地域との類似点・相違点に
ついて説明できる。

C

学
習
活
動

①多摩地域の産業から、他の地域との類似点・相違点に
ついて学ぶ。

３０

多摩地域の歴史と文化

多摩地域の産業

地域振興
到
達
目
標

①知識の理論的な学習と具体事例の実践的学習により、
地域振興の現状・課題、具体的な取組みなどを理解・説明
できる。

C

学
習
活
動

①地域の構造と現状・課題について、「社会構造」「経済産
業構造」「政策構造」の３つの側面から学ぶ。
②全国各地域の具体的な事例をもとにして、地域振興のあ
り方を理論的かつ実践的に学ぶ。

③さらに、地域づくり団体の設立と活動の実践的ノウハウも
学ぶ。

１０

１０

１０

地域・企業連携１

到
達
目
標

①地域イベント等へ積極的に参加できる。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。

③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。

C

C

C

学
習
活
動

①地域イベント等への支援協力による実践から学ぶ。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。

１０
１０

１０

地域振興

地域・企業連携
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具象学習モデル（地域活性系クラス仕様 ２年次）

地域コミュニティ

到
達
目
標

①「地域コミュニティにおける「地域自治」と「協働」の現
状・課題、「自治と協働による地域づくり」の具体的な取
組み、「自治権」の現状・課題等について理解・説明でき
る。
②地域のコミュニティに積極的に参加できる。

C

C

学
習
活
動

①「地域自治」は、町内会等が抱える課題や市町村合併
の影響によって、新しい地域自治組織を作る動きが活発
になっており、その現状・課題を学ぶ。
②「協働」は、そのあり方と必要性の理解を踏まえた上で、
ＮＰＯ（民間非営利組織）と行政・企業の協働事業の現
状・課題を学ぶ。
③自治と協働で必要な「自治権」（市民主権・地域主権）
についても併せて学ぶ。

④地域コミュニティに積極的に参加し、その現状を体験
する。

５

５

５

１０

地域コミュニティ

地域ビジネス

到
達
目
標

①多様な地域課題・社会問題と支援活動・ビジネスを理論
的かつ実践的に理解して具体的なイメージを持つことがで
きる。
②時事問題・ニュースの読み取り方と活かし方の実践的ノ
ウハウの基礎を理解して身につけることができる。

C

C

学
習
活
動

①多様な地域課題・社会問題と支援活動・ビジネスについ
て、具体的な事例を交えて理論的かつ実践的に学ぶ。
②地域課題と支援として、災害救援・防災、町並み保全、
環境保全、伝統工芸産業、農村・都市交流、観光等につい
て学ぶ。
③社会問題と支援として、福祉・介護、知的財産権問題、
雇用・労働問題、子ども支援、国際交流・協力等について
学ぶ。
④時事問題・ニュースの読み取り方と活かし方の実践的ノ
ウハウを学ぶ。

５

５

１０

１０

地域ビジネス

地域・企業連携２

到
達
目
標

①地域イベント等へ積極的に参加できる。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。

C

C

C

学
習
活
動

①地域イベント等への支援協力による実践から学ぶ。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。

１０
１０

１０

地域・企業連携
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具象学習モデル（地域活性系クラス仕様 ３年次）

地域マーケティング

到
達
目
標

①地域に根ざした商品づくり、街おこしに求められる要素を
理解する。

②実例を通して、マーケティング戦略・戦術に必要なキーワ
ードを理解する。
③受講生みずからが実践に役立つ考察を進められるスキ
ルを習得する。

C

C

C

学
習
活
動

①地域に根ざした商品づくり、街おこしに求められる要素に
ついて学ぶ。
②実例を通して、マーケティング戦略・戦術に必要なキーワ
ードを学ぶ。
③受講生みずからが実践に役立つ考察を進められるよう訓
練を行う。

１０

１０

１０

地域マーケティング

地域イノベーション
到
達
目
標

①地域経済の状況をふまえ、現実的な地域イノベーション
を企画立案できる。
②立案した企画をプロトタイプとして実践できる。

C

C

学
習
活
動

①地域イノベーションとは何か、日本のものづくり産業の競
争力について学ぶ。
②地域の「競争力」と「サステイナビリティ」の概念に着目し、

競争力に関する理論、競争力指標、内外の産業クラスター、
サステイナブルな地域づくりの事例などについて概観する。
③地域イノベーション政策の手法、課題を明らかにし、これ
をふまえて地域の実情に即した実践的なイノベーションの
あり方を考える。

１０

１０

１０

地域イノベーション

地域・企業連携３

到
達
目
標

①地域イベント等へ積極的に参加できる。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。

C

C

C

学
習
活
動

①地域イベント等への支援協力による実践から学ぶ。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。

１０
１０

１０

地域・企業連携
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具象学習モデル（地域活性系クラス仕様 ４年次）

地域データ分析
到
達
目
標

①地域データ活用の重要性について理解し、データ収集方
法を活用できる。
②オープンデータを活用して、地域データによる分析手法を
学ぶ。

C

C

学
習
活
動

①地域データ活用の重要性について学び、具体的な収集方
法についても学ぶ。

②オープンデータを活用して、地域データによる分析手法を
学ぶ。

１５

１５

地域データ分析

地域ブランド開発

到
達
目
標

①自己の取り上げた地域資源をもとに、地域ブランディン
グ手法を活用した地域ブランド事業計画を作成して、国や
自治体の公的な各種支援制度に申請できる。
②地域課題の発見、解決方策の検討、ブランディング手法
を用いた事業計画の策定、計画を実行できる推進体制づく
りを理解する。

C

C

学
習
活
動

①地域再生の取り組みにおいて、地域のイメージと商品・
サービスのブランド化を行い、国内外の市場において、競
合する地域との競争優位を確保する手法として、地域ブラ
ンドの理論、手法、実践例、活用方法を学ぶ。

３０

地域ブランド開発

地域・企業連携４

到
達
目
標

①地域イベント等へ積極的に参加できる。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的
に参加できる。

C

C

C

学
習
活
動

①地域イベント等への支援協力による実践から学ぶ。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実
践から学ぶ。

１０
１０

１０

地域・企業連携
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オブジェクト指向による学習モデルの検討（カリキュラム開発） 2021年2月16日

カリキュラム開発におけるオブジェクト指向の活用の提案
オブジェクト型（指向的）学習モデル開発とは、互いに密接な関連性を持つ評価基準と学習活動をひとつにまとめてオブジェクトとし、それぞれ異なる到達目標と学習内容を持
たせたオブジェクトの様々な定義と、それらオブジェクトを相互に作用させる様々なプロセスの設定を通して、学習モデル全体を構築するカリキュラム開発手法である。
複雑で多機能なカリキュラムを、共有する性質をもつ部分に分割し、また、変更にも柔軟に対応できるよう分析・設計・開発するうえで、オブジェクト指向の考え方は有効であ
ると考える。

具象学習モデル
（具体的な科目）

・科目ごとの評価基準（どのように評価するか）
：
：

・科目ごとの学習活動（どのように、何を、学ぶか）
：
：

関心 ・・・
ニーズ ・・・
重要度 ・・・
学習内容 ・・・
到達目標 ・・・

抽象学習モデルと３Ｄでとらえるカリキュラム概念図
Society5.0時代のIT人材育成のカリキュラムを考えるうえで、

これまでの取り組みにて、「AI分野」「ロボティクス分野」
「ビジネス分野」３つの大きな分類にて検討を進めてきた。そ
の中で、変化の激しい時代に対応する人材の育成には、より動
的で変化に対応でき、学生個人ごとに学習内容の設定が可能な
カリキュラムであることが望ましいとの考えにより、学習内容
を「３Ｄでとらえるカリキュラム概念図」にてとらえている。
今回、この概念図の考えを活かし、カリキュラムを開発する
うえで、オブジェクト型（指向的）の抽象学習モデルを導入し
て検討を進める。

※学生ごとに、具体的な学習科目が設定される。

【3Ｄでとらえるカリキュラム概念図】 【カリキュラム断面図】

【学生別カリキュラムシート】

想定させる成果物

・抽象学習モデルの関連図（クラス図）
・抽象学習モデルから具象学習モデルを生成する事例

クラス

・プロパティ（属性）
：
：

・メソッド(振る舞い)

：
：

抽象学習モデル
（カリキュラムユニット）

・到達目標（どのように評価するか）
：
：

・学習活動（どのように、何を、学ぶか）
：
：
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オブジェクト指向による学習モデルの検討（STEP2） 2021年2月16日

カリキュラム開発におけるオブジェクト指向の活用とは
オブジェクト型（指向的）学習モデル開発とは、互いに密接な関連性を持つ評価基準と学習活動をひとつにまとめてオブジェクトとし、それぞれ異なる到達目標と学習内容を持
たせたオブジェクトの様々な定義と、それらオブジェクトを相互に作用させる様々なプロセスの設定を通して、学習モデル全体を構築するカリキュラム開発手法である。
複雑で多機能なカリキュラムを、共有する性質をもつ部分に分割し、また、変更にも柔軟に対応できるよう分析・設計・開発する。

クラス

・プロパティ（属性）
：
：

・メソッド(振る舞い)

：
：

抽象学習モデル
（カリキュラムユニット）

・到達目標（どのように評価するか）
：
：

・学習活動（どのように、何を、学ぶか）
：
：

具象学習モデル
（具体的な科目）

・科目ごとの到達目標（どのように評価するか）
：
：

・科目ごとの学習活動（どのように、何を、学ぶか）
：
：

抽象学習モデル①

・到達目標
：

・学習活動
：

抽象学習モデル②

・到達目標
：

・学習活動
：

抽象学習モデル③

・到達目標
：

・学習活動
：

抽象学習モデル④

・到達目標
：

・学習活動
：

抽象学習モデル⑤

・到達目標
：

・学習活動
：

関心 ・・・
ニーズ ・・・
重要度 ・・・
学習内容 ・・・
到達目標 ・・・

①クラスを定義（クラス抽出） ②クラス間の、関係性を定義 ③クラスを継承（移譲）し、再定義

抽象学習モデル①

・到達目標
：

・学習活動
：

抽象学習モデル②

・到達目標
：

・学習活動
：

抽象学習モデル③

・到達目標
：

・学習活動
：

具象学習モデル①

・到達目標
：

・学習活動
：

具象学習モデル②

・到達目標
：

・学習活動
：
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オブジェクト型（指向的）学習モデルの作成の流れ（イメージ） 2021年2月16日

１．人材育成オブジェクトの検討 ２．人材育成オブジェクトの検討と、オブジェクト間の関係性の検討

３．人材育成オブジェクトの抽象モデルの検討（具象モデルとの関係）

①クラスを定義
（クラス抽出）

②クラス間の、
関係性を定義

③クラスを継承し、
再定義
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オブジェクト指向の考え方（参考資料） 2021年2月16日

２．クラスとオブジェクトとは
オブジェクト指向では、共有する性質を持つ仲間を抽出して分類する特徴があります。その分類をクラスと
呼ぶ。クラスには三つの要素――名前（クラスそのものの名前）、データ（属性）、ふるまい（動作）がある。
クラスは、これらの要素を持つオブジェクトをまとめて定義したもの。オブジェクトは、クラスを実体化さ
せたものと考える。

クラス（class）
クラスとはオブジェクトの設計書のようなもので、オブジェクトの中のプロパティやメソッドをひとまとめにしたもの。
例えば実際に作られた車はオブジェクトだが、車の設計図はクラスとなる。
プロパティ（property）
オブジェクトが持っているデータのことをプロパティ（属性）と言う。車の例えだと、車というオブジェクトは「メーカ
ー」、「排気量」、「色」といったプロパティを持っていると言える。データにはさまざまな種類があり、たとえば「速度」
などといったオブジェクトの状態を示すものもある。
メソッド（method）
メソッド(振る舞い)とは、オブジェクトが持っている処理のことで、車の例だと「走る」、「曲がる」「止まる」など、オブ
ジェクトが何らかのアクションを起こす処理のこと。

１．ソフトウェア開発におけるオブジェクト指向とは
オブジェクト指向プログラミングとは、互いに密接な関連性を持つデータとメソッドをひとつにまとめてオブジェクトとし、それぞれ異なる性質と役割を持たせたオブジェクト
の様々な定義と、それらオブジェクトを相互に作用させる様々なプロセスの設定を通して、プログラム全体を構築するソフトウェア開発手法である。
複雑で多機能なソフトウェアを、共有する性質をもつ部分に分割し、また、変更にも柔軟に対応できるよう分析・設計・開発する。

３．オブジェクト指向の特徴

【カプセル化】
一定の関連性を持つデータ（変数、プロパテ

ィ、フィールド、属性）と、それらを操作する
メソッド（関数）をひとまとめにしてオブジェ
クトとし、外部に対して必要とされるデータと
メソッドのみを公開し、それ以外を内部に隠蔽
する仕組みがカプセル化と呼ばれる。

カプセル化とは、オブジェクト指向プログラ
ミングにおいて、互いに関連するデータの集合
とそれらに対する操作をオブジェクトとして一
つの単位にまとめ、外部に対して必要な情報や
手続きのみを提供すること。外から直に参照や
操作をする必要のない内部の状態や構造は秘匿
される。

【継承】
既存オブジェクトのデータ構成とメソッド
構成を引き継いで、新しい派生オブジェクト
を定義する仕組みが継承と呼ばれる。引き継
ぐ際には新たなデータとメソッドを自由に追
加できるので、派生オブジェクトの構成は既
存要素＋追加要素になる。

継承とは、オブジェクト指向プログラミン
グにおいて、あるクラスが既存の別のクラス
の性質を受け継いでいること。あるクラスを
元に別のクラスを作成することをサブクラス
化という。

【ポリモーフィズム（多態性）】
異なる種類のオブジェクトに同一の操作インターフェー

スを持たせる仕組みが多態性と呼ばれる。オブジェクト指
向下の多態性は、クラスの派生関係またはオブジェクトの
動的バインディング機能によって、コンパイル時のメソッ
ド名から呼び出されるプロセス内容が実行時に決定される
という仕組みを指す。

ポリモーフィズムとは、プログラミング言語の持つ性質
の一つで、ある関数やメソッドなどが、引数や返り値の数
やデータ型などの異なる複数の実装を持ち、呼び出し時に
使い分けるようにできること。

クラス オブジェクト

生成

クラス

プロパティ（属性）
：
：

メソッド(振る舞い)

：
：
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オブジェクト型学習モデル

（抽象学習モデルクラス図）
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抽象学習モデル（ＡＩ系クラス図）

機械学習

統計学

データ分析

ビッグデータ

AIプログラミング

クラウドコン
ピューティングデータマイニング

ディープ
ラーニング

線形代数

アルゴリズムと
データ構造

データベース

人工知能概論

オブジェクト指向
分析・設計

オブジェクト指向
プログラミング

ネットワーク

コンピュータ
テクノロジ

AIプロデュース

情報セキュリティ

Web
システム開発

発想法
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抽象学習モデル（ロボティクス系クラス図）

ロボティクス概論

ロボティクス力学

機械製図

マイコン
プログラミング

電気回路

コンピュータ概論

電子回路

制御工学

ロボット設計

ロボット制御

ロボット
センシング

ロボット
プログラミング

シミュレーション
工学

熱流体工学

機械加工

テクノロジー実習

CAD

ロボット製作
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抽象学習モデル（ビジネス系クラス図）

経営学

企業会計

秘書技能 商品開発

ネットビジネス

マネジメント

サービス接遇

新規事業開発

ビジネスコミュニ
ケーション

国際コミュニケー
ション

コミュニケーショ
ン技法

ビジネス経済

法務知識プレゼンテーショ
ン

ビジネスコン
ピューティング

マーケティング

データ
アナリティクス

ベンチャー

販売技能

簿記
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抽象学習モデル（地域活性系クラス図）

地域
マーケティング

地域ブランド開発

地域・企業連携

地域
イノベーション

多摩地域の産業

地域コミュニティ

多摩地域の歴史と
文化

地域ビジネス

地域データ分析

地域振興
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抽象学習モデル

（ AI系クラス仕様）

86



抽象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様①）

人工知能概論

到
達
目
標

①人工知能の歴史と発展について説明できる。
②人工知能が対象としてきた問題領域、問題解決とその手法につ
いて説明できる。
③人工知能とビッグデータやIoTとの関係、各産業への利用事例
について説明できる。
④ニューラルネットワークとディープラーニングの概略を説明で
きる。

学
習
活
動

①人工知能の歴史と発展について学ぶ。
②人工知能が対象としてきた問題領域、問題解決とその手法につ
いて学ぶ。
③人工知能とビッグデータやIoTとの関係、各産業への利用事例
について学ぶ。
④ニューラルネットワークとディープラーニングの概要を学ぶ。

機械学習

到
達
目
標

①予測精度を上げるための各種テクニックや品質の担保を確認す
る手法について説明できる。
②教師あり学習のアルゴリズムを説明できる。
③教師なし学習のアルゴリズムを説明できる。
④強化学習のアルゴリズムを説明できる。

学
習
活
動

①予測精度を上げるための各種テクニックや品質の担保を確認す
る手法について学ぶ。
②教師あり学習のアルゴリズムについて学ぶ。
③教師なし学習のアルゴリズムについて学ぶ。
④強化学習のアルゴリズムについて学ぶ。

ディープラーニング

到
達
目
標

①ディープラーニング手法として、活性化関数、学習率の最適化、
CNN、RNN、深層強化学習、深層生成モデルについて説明できる。
②ディープラーニングの研究分野として、画像認識、自然言語処
理、音声処理、ロボティクス（強化学習）、マルチモーダルにつ
いて概略を説明できる。

学
習
活
動

①ディープラーニング手法として、活性化関数、学習率の最適化、
CNN、RNN、深層強化学習、深層生成モデルについて学ぶ。
②ディープラーニングの研究分野として、画像認識、自然言語処
理、音声処理、ロボティクス（強化学習）、マルチモーダルにつ
いて概要について学ぶ。

データ分析

到
達
目
標

①データ分析の基礎を理解し、ツール活用だけでなくプログラミ
ングでの分析に必要な基礎理論について説明できる。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデータ分析ができる。

学
習
活
動

①データ分析の基礎と、ツール活用だけでなくプログラミングで
の分析に必要な基礎理論について学ぶ。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデータ分析について学
ぶ。
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抽象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様②）

統計学

到
達
目
標

①確率の概念が理解でき、事象の確率が計算できる。
②確率変数の概念が理解でき、期待値や分散を求められる。
③収集したデータを整理し必要な統計量を計算することによって、
データを分析できる。
④標本分布を用いて母平均、母分散、母比率の推定・検定ができ
る。
⑤記述統計結果を表やグラフで適切に表現できる。

学
習
活
動

①確率の概念を理解し、事象の確率の計算について学ぶ。
②確率変数の概念を理解し、期待値や分散について学ぶ。
③収集したデータを整理し、統計量の計算と、データ分析につい
て学ぶ。
④標本分布による母平均、母分散、母比率の推定・検定を学ぶ。
⑤記述統計結果を、表やグラフで表現する方法について学ぶ。

線形代数

到
達
目
標

①ベクトルを理解し、その演算に習熟し応用することができる。
②行列の意味を理解し、行列を用いて計算することができる。
③連立1次方程式を「掃き出し法」を用いて解くことができる。
④1次変換を理解し、それを行列で表現することができる。
⑤行列式の性質を理解し、それを用いて行列式を計算することが
できる。

学
習
活
動

①ベクトルを理解し、その演算について学ぶ。
②行列の意味を理解し、行列を用いた計算について学ぶ。
③連立1次方程式を「掃き出し法」を用いて解く訓練を行う。
④1次変換を理解し、それを行列で表現について学ぶ。
⑤行列式の性質を理解し、それを用いた行列式の計算を学ぶ。

コンピュータテクノロジ

到
達
目
標

①コンピュータ構成要素として、プロセッサ、メモリ、バスなど
についての知識を正しく理解している。
②コンピュータシステムとして、コンピュータ構成要素、システ
ム構成要素、ソフトウェア、ハードウェアについての知識を正し
く理解している。
③技術要素として、ヒューマンインタフェース、マルチメディア
についての知識を正しく理解している。

学
習
活
動

①コンピュータ構成要素では、プロセッサ、メモリ、バスなどに
ついて学ぶ。
②コンピュータ構成要素、システム構成要素、ソフトウェア、
ハードウェアについて学ぶ。
③技術要素では、ヒューマンインタフェース、マルチメディアに
ついて学ぶ。

情報セキュリティ

到
達
目
標

①セキュリティ技術の概要、必要性を説明できる。
②暗号技術の概要を説明できる。認証技術の概要を説明できる。
③セキュリティプロトコルを理解し、説明できる。
④セキュリティマネジメント、セキュリティ対策等の応用や活用
例を知り、実社会において理解、活用ができる。

学
習
活
動

①セキュリティ技術の概要、必要性について学ぶ。
②暗号技術、認証技術について学ぶ。
③セキュリティプロトコルについて学ぶ。
④セキュリティマネジメント、セキュリティ対策等の応用や活用
例を知り、実社会での活用について学ぶ。
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抽象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様③）

ネットワーク

到
達
目
標

①OSI参照モデルならびにTCP/IPの概念について説明できる。
②レイヤー１では、信号と衝突について理解している。
③レイヤー２では、アドレスとイーサネット、スイッチについて
理解している。
④レイヤー3では、インターネットプロトコル、IPアドレス、サ
ブネッティング、クラスアドレッシング、DHCP、ARP、DNS、
デフォルトゲートウェイ、ルーティングについて説明できる。

学
習
活
動

①OSI参照モデルならびにTCP/IPの概念について学習する。
②レイヤー１では、信号と衝突について学習する。
③レイヤー２では、アドレスとイーサネット、スイッチについて
学習する。
④レイヤー3では、インターネットプロトコル、IPアドレス、サ
ブネッティング、クラスアドレッシング、DHCP、ARP、DNS、
デフォルトゲートウェイ、ルーティングなどを学習する。

クラウドコンピューティング

到
達
目
標

①クラウドコンピューティングの基本概念を説明できる。
②クラウドサービス、運用モデルについて説明できる。
③クラウドに活用されている仮想化技術について説明できる。
④AWS(Amazon Web Services)を題材に、クラウドサービスの活
用モデルを構築できる。

学
習
活
動

①クラウドコンピューティングの概念について学ぶ。
②クラウドサービス、運用モデルについて学ぶ。
③クラウドに活用されている仮想化技術について学ぶ。
④AWS(AmazonWebServices)を題材に、クラウドサービスを活
用して運用モデルを構築できる。

ビッグデータ

到
達
目
標

①ビッグデータの概念について説明できる。
②ビックデータは社会でどの様に活用されているのかを説明でき
る
③ビックデータから知識を抽出する技法について説明できる。
④オープンデータを活用した事例について説明できる。

学
習
活
動

①ビッグデータの概念について学ぶ。
②ビックデータの社会で活用事例について学ぶ。
③ビックデータから知識を抽出する技法について学ぶ。
④オープンデータを活用した事例について学ぶ。

データベース

到
達
目
標

①リレーショナルデータベースとは何かを説明できる。
②正規化の概念と具体的な手順について説明できる。
③集合演算と関係演算を説明でき、SQLにて表現できる。
④関連する情報をERモデルで表現できる。

学
習
活
動

①リレーショナルデータベースの概念にてついて学ぶ。
②正規化の概念と具体的な手順について学ぶ。
③集合演算と関係演算について学び、これらを活用したSQL表現
について学ぶ。
④関連する情報をERモデルで表現（分析・設計）について学ぶ。
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抽象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様④）

データマイニング

到
達
目
標

①ロジスティック回帰分析により、分析結果を得ることができる。
②ABC分析により、分析結果を得ることができる。
③アソシエーション分析により、分析結果を得ることができる。
④クラスター分析により、分析結果を得ることができる。
⑤主成分分析により、分析結果を得ることができる。

学
習
活
動

①ロジスティック回帰分析による分析手法について学ぶ。
②ABC分析による分析手法について学ぶ。
③アソシエーション分析による分析手法について学ぶ。
④クラスター分析による分析手法について学ぶ。
⑤主成分分析による分析手法について学ぶ。

AIプログラミング

到
達
目
標

①「教師あり学習」の分類について、プログラムを記述できる。
②「教師あり学習」の予測について、プログラムを記述できる。
③「教師なし学習」によるクラスタリングについて、プログラム
を記述できる。
④クラウドAIサービスを、プログラムに組み込むことができる。
⑤Python言語により、プロトタイプ制作ができる。

学
習
活
動

①「教師あり学習」の分類についてのプログラミングを学ぶ。
②「教師あり学習」の予測についてのプログラミングを学ぶ。
③「教師なし学習」によるクラスタリングについてのプログラミ
ングを学ぶ。
④クラウドAIサービス活用した、プログラミングを学ぶ。
⑤Python言語によるプロトタイプ制作について学ぶ。

アルゴリズムとデータ構造

到
達
目
標

①各種データ構造を、適切に使いこなせる。
②各種アルゴリズムを、適切に使いこなせる。
③計算量の観点からアルゴリズムの良し悪しを見分けることがで
きる。

学
習
活
動

①各種データ構造について学ぶ。
②各種アルゴリズムについて学ぶ。
③アルゴリズムの計算量について学ぶ。

発想法

到
達
目
標

①基礎的な思考法を理解し説明できる。
②アイデアを発想するための手法を理解し説明できる。
③ビジネスにつなげる思考法を理解し説明できる。
④プロジェクトを推進させる思考法を理解し説明できる。
⑤分析に用いる手法を理解し説明できる。

学
習
活
動

①基礎的な思考法について学ぶ。
②アイデアを発想するための手法について学ぶ。
③ビジネスにつなげる思考法について学ぶ。
④プロジェクトを推進させる思考法について学ぶ。
⑤分析に用いる手法について学ぶ。
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抽象学習モデル（ＡＩ系クラス仕様⑤）

AIプロデュース

到
達
目
標

①AI活用による価値創造・問題解決への理解が深まっている。
②演繹法と帰納法について説明できる。
③ロジックツリーによる原因追求、問題解決、要素分解ができる。
④ピラミッドストラクチャーの概要を理解し、自身の主張を記述
できる。
⑤ロジカルシンキング、クリティカルシンキングの重要性を説明
できる。

学
習
活
動

①AI活用による価値創造・問題解決の訓練を行う。
②演繹法と帰納法について学ぶ。
③ロジックツリーによる原因追求、問題解決、要素分解について
学ぶ。
④ピラミッドストラクチャーの概要を学び、自身の主張を記述す
る訓練を行う。
⑤ロジカルシンキング、クリティカルシンキングについて学ぶ。

Webシステム開発

到
達
目
標

①クライアント・サーバーシステムならびにWebシステムの基本
を理解している。
②HTML・CSS・JavaScript・PHP・jQuery等の基礎的なWeb技
術の要素を利用したWebシステムを作成できる。

学
習
活
動

①クライアント・サーバーシステムならびにWebシステムの概要
について学ぶ。
②HTML・CSS・JavaScript・PHP・jQuery等の、Web技術要素
を利用したWebシステムの作成について学ぶ。

オブジェクト指向分析・設計

到
達
目
標

①UMLによるユースケース分析からクラス設計ができる。

学
習
活
動

①UMLによるオブジェクト指向分析・設計技術（ユースケース分
析からクラス設計まで）を学ぶ。

オブジェクト指向プログラミング

到
達
目
標

①オブジェクト指向によるプログラミング能力を身につけている。
②オブジェクト指向の基礎的な項目を理解し説明できる。

学
習
活
動

①オブジェクト指向を用いたプログラミングの訓練を行う。
②オブジェクト指向の基本概念であるクラス，継承，多態性、
データを格納するフィールド・属性、操作を実装するメソッドな
どについて学ぶ。
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抽象学習モデル

（ロボティクス系クラス仕様）
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抽象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様①）

ロボティクス概論

到
達
目
標

①現代社会におけるロボティクスの役割を説明できる。
②学ぶ領域、研究分野を理解し、今後の学習について主体的に考
えられる。
③ロボット要素技術について概略を説明できる。
④計測・制御及び知能情報化技術について概略を説明できる。
⑤システム統合化技術について概略を説明できる。

学
習
活
動

①社会や暮らしにおけるロボティクス分野の果たす役割を学ぶ。
②学習領域、研究分野について概要を学び、学習の方向性を定め
る。
③ロボット要素技術について概要を学ぶ。
④計測・制御及び知能情報化技術について概要を学ぶ。
⑤システム統合化技術について概要を学ぶ。

電子回路

到
達
目
標

①ディジタル回路の動作を説明できる。
②ステッピングモータ、ＤＣモータ、およびコンピュータと機械
とのインタフェースについて説明できる。
③アナログ回路の動作を説明できる。

学
習
活
動

①ディジタル回路の動作について学ぶ。
②ステッピングモータ、ＤＣモータ、およびコンピュータと機械
とのインタフェースについて学ぶ。
③アナログ回路の動作について学ぶ。

電気回路

到
達
目
標

①抵抗の電圧、電流、電力の間の関係を理解し、説明できる。
②直流電源と抵抗から構成される回路の電圧と電流の間の関係を
数式で表現し、電圧や電流などを計算できる。
③直流電源、抵抗、キャパシタ、インダクタから構成される回路
の過渡現象を微分方程式で表現できる。
④正弦波交流回路の電圧、電流、インピーダンス、電力などを数
式で表現し、計算することができる。

学
習
活
動

①電気回路の基礎概念について学ぶ。
②直流電源と抵抗から構成される回路の電圧と電流の間の関係の
数式による表現と電圧や電流などの計算について学ぶ。
③直流電源、抵抗、キャパシタ、インダクタから構成される回路
の過渡現象の微分方程式による表現について学ぶ。
④正弦波交流回路の電圧、電流、インピーダンス、電力などの数
式表現や計算について学ぶ。

テクノロジー実習

到
達
目
標

①抵抗、コンデンサ、コイル、ダイオード、トランジスターなど
の基本的な部品や素子の取り扱いができる
②回路図を見ながら、ブレッドボード上に電子回路を作成できる
③テスターなどの基本的な測定装置の使い方を理解し、電圧、電
流、抵抗の測定ができる
④ロボット製作技術の概略を説明できる。

学
習
活
動

①抵抗、コンデンサ、コイル、ダイオード、トランジスターなど
の基本的な部品や素子の取り扱いについて学ぶ
②ブレッドボードを活用して、電子回路作成について学ぶ。
③テスターなどの基本的な測定装置の使い方を学び、電圧、電流、
抵抗の測定を体験する。
④ロボット製作技術について学ぶ。
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抽象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様②）

機械製図

到
達
目
標

①立体図の作成法を理解し、等角図およびキャビネット図を作図できる。
②正投影の原理を理解し、第三角法で機械部品の形状を表現できる。
③機械図面の基礎的なJIS製図規則を理解し、簡単な形状の機械部品につ
いて正面図、平面図、側面図を正確に描ける。
④幾何学的に正確な手法を用いて複雑な形状を持つ部品が作図できる。
⑤機械設計の基礎である公差・精度の指示を理解できる。

学
習
活
動

①立体図の作成法を学び、等角図とキャビネット図の作図を学ぶ。
②正投影の原理を学び、第三角法で機械部品の形状表現を学ぶ。
③機械図面の基礎的なJIS製図規則を学び、簡単な形状の機械部品につい
て正面図、平面図、側面図を正確に描く訓練をする。
④幾何学的に正確な手法を用いて複雑な形状を持つ部品の作図を学ぶ。
⑤機械設計の基礎である公差・精度について学ぶ。

CAD

到
達
目
標

①2D-CADおよび3D-CADの基本的な図形生成機能と図形編集機
能を駆使し、図面を作成することができる。
②CADツールを用いて製図規格（ＪＩＳ製図法）に従った製図を
行うことができる。

学
習
活
動

①2D-CADおよび3D-CADの基本的な図形生成機能と図形編集機
能を学び、図面作成の訓練を行う。
②CADツールを用いて製図規格（ＪＩＳ製図法）に従った製図に
ついて学ぶ

熱流体工学

到
達
目
標

①静止流体の圧力分布を理解できる。
②連続の式、ベルヌーイの式などから圧力分布が計算できる。
③熱と物質の三態、気体の状態量、エネルギー保存、熱伝導が理
解でき、簡単な計算ができる。

学
習
活
動

①静止流体の圧力分布について学ぶ。
②連続の式、ベルヌーイの式による圧力分布の計算を学ぶ。
③熱と物質の三態、気体の状態量、エネルギー保存、熱伝導につ
いて学び、計算の訓練を行う。

機械加工

到
達
目
標

①切削工学における基礎的な理論が理解できる。
②切削諸元の測定法が理解できる。
③切削工具損傷の形態とその特徴が理解できる。
④粉末冶金法を用いた切削工具製造法が理解できる。
⑤仕上げ面品位が理解できる。

学
習
活
動

①切削工学における基礎的な理論を学ぶ。
②切削諸元の測定法について学ぶ。
③切削工具損傷の形態とその特徴について学ぶ。
④粉末冶金法を用いた切削工具製造法について学ぶ。
⑤仕上げ面品位について学ぶ。
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抽象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様③）

ロボット設計

到
達
目
標

①対偶の運動自由度、インボリュート歯車の基礎円、圧力角など、メカ
ニズムの基本知識を理解している。
②メカニズムの運動自由度を計算し、ジョイントの種類を変えられる。
③平行リンク機構の種類や特徴を説明することができる。
④数式や作図により平行リンク機構の運動解析ができる。
⑤歯車機構の動作メカニズムを理解し、複数の歯車を組み合わせた機構
の運動解析ができる。

学
習
活
動

①対偶の運動自由度、インボリュート歯車の基礎円、圧力角など、メカ
ニズムの基本知識を学ぶ。
②メカニズムの運動自由度の計算や、ジョイントの種類について学ぶ。
③平行リンク機構の種類や特徴について学ぶ。
④数式や作図による平行リンク機構の運動解析について学ぶ。
⑤歯車機構の動作メカニズム、複数の歯車を組み合わせた機構の運動解
析について学ぶ。

シミュレーション工学

到
達
目
標

①動的システムのモデルを導出し、過渡応答、周波数応答をシ
ミュレーションできる。
②ベクトル軌跡やナイキスト軌跡を利用して、制御系の安定性や
特性を読み取ることができる。
③ボード線図を利用して、制御系の安定性や特性を読み取ること
ができる。
④簡単な動的システムの制御系設計や解析ができる。

学
習
活
動

①動的システムのモデルの導出、過渡応答、周波数応答のシミュ
レーションについて学ぶ。
②ベクトル軌跡やナイキスト軌跡を利用した、制御系の安定性や
特性について学ぶ。
③ボード線図を利用した、制御系の安定性や特性について学ぶ。
④簡単な動的システムの制御系設計や解析について学ぶ。

制御工学

到
達
目
標

①電気回路や機械システムなどにおけるステップ応答が導ける。
②システムの動的特性を、周波数応答特性として特徴を表現でき、
ボード線図やベクトル軌跡の意味を理解し描ける。
③機械システムの安定性がイメージでき実際に安定性の判別法が
使用できる。
④動的システムの解析、設計に微分方程式論、線形代数が応用で
きる。

学
習
活
動

①電気回路や機械システムなどにおけるステップ応答を学ぶ。
②ボード線図やベクトル軌跡を用いて、周波数応答特性を図的に
表現する方法を学ぶ。
③機械システムの安定性がイメージできるよう、自動制御系の安
定判別法について学ぶ。
④動的システムの解析、設計への微分方程式論、線形代数の応用
について学ぶ。

ロボティクス力学

到
達
目
標

①簡単な形状の物体の重心及び慣性モーメントが計算できる。
②重力、減衰力、復元力を受けた質点の運動方程式を解くことが
できる。
③質点及び剛体の運動に対してラグランジュの方程式を立てるこ
とができ、それよりニュートンの運動方程式を導くことができる。

学
習
活
動

①物体の重心及び慣性モーメントの計算について学ぶ。
②重力、減衰力、復元力を受けた質点の運動方程式の解法につい
て学ぶ。
③質点及び剛体の運動に対するラグランジュの方程式について学
び、ニュートンの運動方程式の解法について学ぶ。
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抽象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様④）

ロボット制御

到
達
目
標

①ロボットマニピュレータの位置と姿勢を三次元空間上に表現できる。
②ロボットマニピュレータの順運動学問題と逆運動学問題を理解し、手
先位置や関節角度を計算できる。
③ロボットマニピュレータの運動方程式を導出し数式モデルを表現でき
る。
④ロボットマニピュレータの位置制御や力制御を理解し、安定なフィー
ドバック制御を実現できる。

学
習
活
動

①ロボットマニピュレータの姿勢制御について学ぶ。
②ロボットマニピュレータの順運動学問題と逆運動学問題を学び、手先
位置や関節角度の計算について学ぶ。
③ロボットマニピュレータの運動方程式の導出と、数式モデルについて
学ぶ。
④ロボットマニピュレータの位置制御や力制御を学ぶ。

ロボットセンシング

到
達
目
標

①センサの必要性を説明できる。
②センサおよびアクチュエータとは何か説明できる。
③各種センサの原理および構成を説明できる。
④センサの信号処理技術の必要性について説明できる。
⑤ロボットに搭載されているセンサ技術について説明できる。

学
習
活
動

①センサの必要性について学ぶ。
②センサおよびアクチュエータについて学ぶ。
③各種センサの原理および構成について学ぶ。
④センサの信号処理技術の必要性について学ぶ。
⑤ロボットに搭載されているセンサ技術について学ぶ。

コンピュータ概論

到
達
目
標

①コンピュータのハードウェアについて説明できる。
②コンピュータのソフトウェアについて説明できる。
③コンピュータのオペレーティングシステムについて説明できる。
④コンピュータのネットワークについて説明できる。

学
習
活
動

①コンピュータのハードウェアについて学ぶ。
②コンピュータのソフトウェアについて学ぶ。
③コンピュータのオペレーティングシステムについて学ぶ。
④コンピュータのネットワークについて学ぶ。

マイコンプログラミング

到
達
目
標

①マイコンの役割とプログラムの流れを理解できる。
②Ｉ／Ｏポートの役割を理解し、入出力プログラムを作成して動
作させることができる。
③割り込み処理を理解し、タイマ割り込みプログラムを作成して
動作させることができる。
④シリアル通信の役割を理解し、送受信プログラムを作成して動
作させることができる。

学
習
活
動

①マイコンの役割とプログラムの流れについて学ぶ。
②Ｉ／Ｏポートの役割と、入出力プログラムの作成について学ぶ。
③割り込み処理と、タイマ割り込みプログラムの作成について学
ぶ。
④シリアル通信の役割と、送受信プログラムの作成について学ぶ。
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抽象学習モデル（ロボティクス系クラス仕様⑤）

ロボットプログラミング

到
達
目
標

①基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解することができる。
②基本的なアルゴリズムとデータ構造に基づく、プログラムが作
成できる。
③シミュレータの仮想空間上のロボットにプログラムを実装でき
る。
④現実空間上のロボットにプログラムを実装できる。

学
習
活
動

①基本的なアルゴリズムとデータ構造を学ぶ。
②基本的なアルゴリズムとデータ構造によるプログラミングを学
ぶ。
③シミュレータの仮想空間上のロボットにプログラムを実装する
方法を学ぶ。
④現実空間上のロボットにプログラムを実装する方法を学ぶ。

ロボット製作

到
達
目
標

①ロボットの基本要素であるセンサ、アクチュエータ、マイコン
などについて理解している。
②ロボット製作に必要な部品（電装系・機械系）の選定ができる。
③機械要素・機構、電子回路を理解し、必要な部品が製作できる。
④部品の調整をしながら、部品の組み立てができる。
⑤ロボットの動作検証ができる。

学
習
活
動

①ロボットの基本要素であるセンサ、アクチュエータ、マイコン
などについて学ぶ。
②ロボット製作に必要な部品（電装系・機械系）について学ぶ。
③機械要素・機構、電子回路を理解し、部品製作の訓練を行う。
④部品の調整をしながら、部品の組み立てを学ぶ。
⑤ロボットの動作検証について学ぶ。
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抽象学習モデル

（ビジネス系クラス仕様）
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抽象学習モデル（ビジネス系クラス仕様①）

マーケティング

到
達
目
標

①マーケティングの目的と要件を理解し、企業におけるマーケティング
活動の重要性について説明できる。
②想定する製品市場における各製品のマーケティング手法の共通点、相
違点を説明できる。
③企業におけるブランド構築の必要性を理解し、説明できる。
④企業が顧客や社会との継続的関係を構築することの必要性を説明でき
る。

学
習
活
動

①マーケティングの目的と要件を理解し、企業におけるマーケティング
活動の重要性について学ぶ。
②想定する製品市場における各製品のマーケティング手法の共通点、相
違点について学ぶ。
③企業におけるブランド構築の必要性について学ぶ。
④企業が顧客や社会との継続的関係を構築することの必要性について学
ぶ。

データアナリティクス

到
達
目
標

①目的・課題に応じたアンケート調査計画を策定できる。
②単純集計、クロス集計を理解し、アンケート結果を集計できる。
③Excelを用いて円グラフ、棒グラフ、散布図にグラフ化できる。
④信頼区間や検定を用いて仮説の正しさを立証できる。

学
習
活
動

①目的・課題に応じたアンケート調査計画をについて学ぶ。
②単純集計、クロス集計にて、アンケート結果集計について学ぶ。
③Excelを用いて円グラフ、棒グラフ、散布図のグラフ化を学ぶ。
④信頼区間や検定を用いて仮説の立証について学ぶ。

マネジメント

到
達
目
標

①組織，経営戦略、顧客、価値、事業などの基本用語・概念につ
いて説明できる。
②モデル化・定式化された所与の問題に関して、変数、制約条件、
目的関数などを論理的に説明できる。
③モデル化・定式化された所与の問題を、ＯＲを用いて解くこと
ができる。

学
習
活
動

①組織，経営戦略、顧客、価値、事業などの基本用語・概念につ
いて学ぶ。
②モデル化・定式化された所与の問題に関して、変数、制約条件、
目的関数について学ぶ。
③モデル化・定式化された所与の問題を、ＯＲを用いて解く演習
を行う。

経営学

到
達
目
標

①企業活動、顧客、マーケティング、経営戦略、組織論などの基
本用語とその関係について説明ができる。
②情報化と企業活動に関する分析を行うために必要な基礎的な用
語・概念について説明できる。
③情報化と企業活動に関する最近の動向について説明できる。

学
習
活
動

①企業活動、顧客、マーケティング、経営戦略、組織論などの用
語とその関係について学ぶ。
②情報化と企業活動に関する分析を行うために必要な用語・概念
について学ぶ。
③情報化と企業活動に関する最近の動向について学ぶ。

99



抽象学習モデル（ビジネス系クラス仕様②）

新規事業開発

到
達
目
標

①新規に事業を起こす場合の手法として、起業する際の事業計画、
資金計画、関連法規、申請手続きについて説明できる。
②事業計画書を実際に作成し、プレゼンテーションできる。

学
習
活
動

①新規に事業を起こす場合の手法として、起業する際の事業計画、
資金計画、関連法規、申請手続きについて学ぶ。
②事業計画書を実際に作成する演習を行い、プレゼンテーション
することでフィードバックを得る演習を行う。

商品開発

到
達
目
標

①新規商品を企画、開発していくための一連の方法について説明
できる。
②基本的な顧客ニーズの分析ができる。

学
習
活
動

①新規商品を企画、開発していくための一連の方法について学ぶ。
②顧客ニーズを分析する方法について学び、演習を行う。

ビジネスコンピューティング

到
達
目
標

①企業経営とITの関係が理解できる
②コンピュータシステムに関する知識を持ち、説明できる

学
習
活
動

①企業経営とITの関係について学ぶ。
②コンピュータシステムに関するビジネスへの活用について学ぶ。

ネットビジネス

到
達
目
標

①ネットビジネスの概要について説明できる
②インターネットを利用したマーケティング，および，Webサイ
ト構築に必要な情報システム技術を理解する
③サービス提供者の立場からネットビジネスのアイデアを考える
ことができる
④消費者の立場からネットショッピングの利用方法を工夫できる

学
習
活
動

①ネットビジネスの概要、特に現状について学ぶ。
②オンラインショップやアンケートシステムなどのWeb技術を応
用したシステムの構築方法を学び、実際の構築手順を学ぶ。
③サービス提供者の立場からネットビジネスのアイデアを考える
演習を行う。
④消費者の立場からネットショッピングの利用方法について学ぶ。
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抽象学習モデル（ビジネス系クラス仕様③）

ビジネス経済

到
達
目
標

①ビジネスに必要な経済活動に概略を説明できる。
②需要や供給などのミクロ経済理論について説明できる。
③景気循環や経済政策などのマクロ経済理論について説明できる。
④経済に関する基礎的な理論を基に、具体的な経済事象について
経済理論と関連付けて考察できる。

学
習
活
動

①ビジネスに必要な経済活動に関する基礎的な知識を学ぶ。
②需要や供給などのミクロ経済理論について学ぶ。
③景気循環や経済政策などのマクロ経済理論について学ぶ。
④経済に関する基礎的な理論を基に、具体的な経済事象について
経済理論と関連付けて考察する。

法務知識

到
達
目
標

①商法、特定商品取引法、知的財産権など、ビジネスに関連する
法律の概略を説明できる。

学
習
活
動

①商法、特定商品取引法、知的財産権など、ビジネスに関連する
法律の基礎を学ぶ。

企業会計

到
達
目
標

①企業会計の守備範囲と、財務会計、管理会計、監査、税務会計、
財務分析のそれぞれの役割を説明できる。
②原価計算の概略を説明できる。
③会計基準の概略を説明できる。
④財務諸表の表示方法、測定方法、評価方法が理解できる。

学
習
活
動

①企業会計の守備範囲と、財務会計、管理会計、監査、税務会計、
財務分析のそれぞれの役割について学ぶ。
②原価計算の基礎について学ぶ。
③会計基準について学ぶ
④財務諸表の表示方法、測定方法、評価方法について学ぶ。

簿記

到
達
目
標

①資産・負債・資本・収益・費用について理解し、具体的な項目
名を挙げることができる。
②仕訳・転記・決算・財務諸表の手順で作業を行い資料作成でき
る。

学
習
活
動

①資産・負債・資本・収益・費用について学ぶ。
②仕訳・転記・決算・財務諸表の手順での作業をとおして、勘定
科目と計算方法を学び、資料作成の演習を行う。
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抽象学習モデル（ビジネス系クラス仕様④）

秘書技能

到
達
目
標

①社会人としての自覚と心構え、補佐役としての心構えを身に着
けている。
②機密を守る重要性、仕事を処理する際の心構え、人柄と身だし
なみについて理解している。
③秘書の機能と様々な役割、上司と秘書の関係を理解している。
④職務上の心得、仕事の進め方について理解している。
⑤企業の形態と組織、企業活動について理解している。

学
習
活
動

①社会人としての自覚と心構え、補佐役としての心構えを学ぶ。
②機密を守る重要性、仕事を処理する際の心構え、人柄と身だし
なみについて学ぶ。
③秘書の機能と様々な役割、上司と秘書の関係について学ぶ。
④職務上の心得、仕事の進め方について学ぶ。
⑤企業の形態と組織、企業活動について学ぶ。

サービス接遇

到
達
目
標

①明るさと誠実さ、適切な判断と表現、身だしなみが理解できる。
②良識と素直な態度、適切な行動と協調性、清潔感、忍耐力のあ
る行動が理解できる。
③サービスの意義、機能、種類が理解できる。
④対人心理、一般的なマナー、接遇者のマナーが理解できる
⑤接遇用語、接遇者としての基本的な話し方、指示・説明の仕方
が理解できる。

学
習
活
動

①明るさと誠実さ、適切な判断と表現、身だしなみについて学ぶ。
②良識と素直な態度、適切な行動と協調性、清潔感、忍耐力のあ
る行動について学ぶ。
③サービスの意義、機能、種類について学ぶ。
④対人心理、一般的なマナー、接遇者のマナーについて学ぶ
⑤接遇用語、接遇者としての基本的な話し方、指示・説明の仕方
について学ぶ。

コミュニケーション技法

到
達
目
標

①コミュニケーションにおける傾聴の技術について説明できる。
②相手の話を正しく理解するために効果的な質問技法について説
明できる。
③物事を論理的に考え、整理し、わかりやすく伝える方法につい
て説明できる。
④チームにおけるコミュニケーションで大切な考え方や行動につ
いて説明できる。

学
習
活
動

①コミュニケーションにおける傾聴の技術について学ぶ。
②相手の話を正しく理解するために効果的な質問技法を学ぶ。
③物事を論理的に考え、整理し、わかりやすく伝える方法につい
て学ぶ。
④チームにおけるコミュニケーションで大切な考え方や行動につ
いて学ぶ。

プレゼンテーション

到
達
目
標

①特定のテーマについて調査を行い、目的が明確で、論理的な流
れの発表にまとめることができる。
②プレゼンテーションソフトを用いて、強調したい部分がわかる
ようなスライドを作成できる
③適切な速度や声量で、原稿を棒読みせずに聴衆に向かってプレ
ゼンテーションできる

学
習
活
動

①テーマを踏まえ、効果的な情報検索の方法を学ぶ。
②プレゼンテーションを組み立てる手順と、シナリオ構築につい
て学ぶ。
③プレゼンテーション資料の基礎的な型について学ぶ。
④プレゼンテーションのデータ表現とビジュアル表現における型
を学ぶ。
⑤実際にプレゼンテーションを行い、資料のブラッシュアップを
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抽象学習モデル（ビジネス系クラス仕様⑤）

国際コミュニケーション

到
達
目
標

①英語圏の外国人との意思疎通ができる。

学
習
活
動

①言葉やジェスチャーなどの総合的なコミュニケーションの基礎
を学ぶ。

ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマナーを理解して
いる。
②ビジネス文書・ビジネスメールが作成できる。
③会議資料の作成と、会議の進め方について理解し実践できる。

学
習
活
動

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマナーを学ぶ。
②ビジネス文書・ビジネスメールの作成について学ぶ。
③会議資料の作成と、会議の進め方について学ぶ。

ベンチャー

到
達
目
標

①ベンチャー企業を取り巻く経営環境とその変化
②ベンチャー企業の果たす社会的な役割を理解し、大企業、中小
企業との相違を説明できる
③ベンチャー企業が大企業へ成長するために必要な要件を説明で
きる。
④現代のベンチャー企業を理論的、実証的に説明できる。

学
習
活
動

①ベンチャー企業を取り巻く経営環境とその変化について学ぶ。
②ベンチャー企業の果たす社会的な役割を理解し、大企業、中小
企業との相違について学ぶ。
③ベンチャー企業が大企業へ成長するために必要な要件について
学ぶ。
④現代のベンチャー企業を理論的、実証的に考察する。

販売技能

到
達
目
標

①マーケティングの基本的な考え方や、流通・小売業で必要な基
礎知識・技能を理解している。

学
習
活
動

①マーケティングの基本的な考え方や、流通・小売業で必要な基
礎知識・技能について学ぶ。
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抽象学習モデル

（地域活性系クラス仕様）
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抽象学習モデル（地域活性系クラス仕様①）

地域マーケティング

到
達
目
標

①地域に根ざした商品づくり、街おこしに求められる要素を理解
する。
②実例を通して、マーケティング戦略・戦術に必要なキーワード
を理解する。
③受講生みずからが実践に役立つ考察を進められるスキルを習得
する。

学
習
活
動

①地域に根ざした商品づくり、街おこしに求められる要素につい
て学ぶ。
②実例を通して、マーケティング戦略・戦術に必要なキーワード
を学ぶ。
③受講生みずからが実践に役立つ考察を進められるよう訓練を行
う。

地域イノベーション

到
達
目
標

①地域経済の状況をふまえ、現実的な地域イノベーションを企画
立案できる。
②立案した企画をプロトタイプとして実践できる。

学
習
活
動

①地域イノベーションとは何か、日本のものづくり産業の競争力
について学ぶ。
②地域の「競争力」と「サステイナビリティ」の概念に着目し、
競争力に関する理論、競争力指標、内外の産業クラスター、サス
テイナブルな地域づくりの事例などについて概観する。
③地域イノベーション政策の手法、課題を明らかにし、これをふ
まえて地域の実情に即した実践的なイノベーションのあり方を考
える。

地域ブランド開発

到
達
目
標

①自己の取り上げた地域資源をもとに、地域ブランディング手法
を活用した地域ブランド事業計画を作成して、国や自治体の公的
な各種支援制度に申請できる。
②地域課題の発見、解決方策の検討、ブランディング手法を用い
た事業計画の策定、計画を実行できる推進体制づくりを理解する。

学
習
活
動

①地域再生の取り組みにおいて、地域のイメージと商品・サービ
スのブランド化を行い、国内外の市場において、競合する地域と
の競争優位を確保する手法として、地域ブランドの理論、手法、
実践例、活用方法を学ぶ。

地域ビジネス

到
達
目
標

①多様な地域課題・社会問題と支援活動・ビジネスを理論的かつ
実践的に理解して具体的なイメージを持つことができる。
②時事問題・ニュースの読み取り方と活かし方の実践的ノウハウ
の基礎を理解して身につけることができる。

学
習
活
動

①多様な地域課題・社会問題と支援活動・ビジネスについて、具
体的な事例を交えて理論的かつ実践的に学ぶ。
②地域課題と支援として、災害救援・防災、町並み保全、環境保
全、伝統工芸産業、農村・都市交流、観光等について学ぶ。
③社会問題と支援として、福祉・介護、知的財産権問題、雇用・
労働問題、子ども支援、国際交流・協力等について学ぶ。
④時事問題・ニュースの読み取り方と活かし方の実践的ノウハウ
を学ぶ。105



抽象学習モデル（地域活性系クラス仕様②）

地域データ分析

到
達
目
標

①地域データ活用の重要性について理解し、データ収集方法を活
用できる。
②オープンデータを活用して、地域データによる分析手法を学ぶ。

学
習
活
動

①地域データ活用の重要性について学び、具体的な収集方法につ
いても学ぶ。
②オープンデータを活用して、地域データによる分析手法を学ぶ。

地域コミュニティ

到
達
目
標

①「地域コミュニティにおける「地域自治」と「協働」の現状・課
題、「自治と協働による地域づくり」の具体的な取組み、「自治
権」の現状・課題等について理解・説明できる。
②地域のコミュニティに積極的に参加できる。

学
習
活
動

①「地域自治」は、町内会等が抱える課題や市町村合併の影響に
よって、新しい地域自治組織を作る動きが活発になっており、その
現状・課題を学ぶ。
②「協働」は、そのあり方と必要性の理解を踏まえた上で、ＮＰＯ
（民間非営利組織）と行政・企業の協働事業の現状・課題を学ぶ。
③自治と協働で必要な「自治権」（市民主権・地域主権）について
も併せて学ぶ。
④地域コミュニティに積極的に参加し、その現状を体験する。

地域振興

到
達
目
標

①知識の理論的な学習と具体事例の実践的学習により、地域振興
の現状・課題、具体的な取組みなどを理解・説明できる。

学
習
活
動

①地域の構造と現状・課題について、「社会構造」「経済産業構
造」「政策構造」の３つの側面から学ぶ。
②全国各地域の具体的な事例をもとにして、地域振興のあり方を
理論的かつ実践的に学ぶ。
③さらに、地域づくり団体の設立と活動の実践的ノウハウも学ぶ。

地域・企業連携

到
達
目
標

①地域イベント等へ積極的に参加できる。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的に参加
できる。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動に積極的に参加
できる。

学
習
活
動

①地域イベント等への支援協力による実践から学ぶ。
②地域課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実践から
学ぶ。
③企業課題の解決・価値創造のプロジェクト活動による実践から
学ぶ。
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抽象学習モデル（地域活性系クラス仕様③）

多摩地域の歴史と文化

到
達
目
標

①多摩地域の歴史と文化から、他の地域との類似点・相違点につ
いて説明できる。

学
習
活
動

①多摩地域の歴史と文化から、他の地域との類似点・相違点につ
いて学ぶ。

多摩地域の産業

到
達
目
標

①多摩地域の産業から、他の地域との類似点・相違点について説
明できる。

学
習
活
動

①多摩地域の産業から、他の地域との類似点・相違点について学
ぶ。
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具象学習モデル

（サンプル）
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具象学習モデル（サンプル①）

データ分析

到
達
目
標

①データ分析の基礎を理解し、ツール活用だけ
でなくプログラミングでの分析に必要な基礎理
論について説明できる。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデー
タ分析ができる。

学
習
活
動

①データ分析の基礎と、ツール活用だけでなく
プログラミングでの分析に必要な基礎理論につ
いて学ぶ。
②データ分析ツールを活用して、具体的なデー
タ分析について学ぶ。

ビッグデータ

到
達
目
標

①ビッグデータの概念について説明できる。
②ビックデータは社会でどの様に活用されてい
るのかを説明できる
③ビックデータから知識を抽出する技法につい
て説明できる。
④オープンデータを活用した事例について説明
できる。

学
習
活
動

①ビッグデータの概念について学ぶ。
②ビックデータの社会で活用事例について学ぶ。
③ビックデータから知識を抽出する技法につい
て学ぶ。
④オープンデータを活用した事例について学ぶ。

ビッグデータ分析

到
達
目
標

1-①ビッグデータの概念について説明できる。
1-②ビックデータは社会でどの様に活用されてい
るのかを説明できる
1-③ビックデータから知識を抽出する技法につい
て説明できる。
1-④オープンデータを活用した事例について説明
できる。
2-②データ分析ツールを活用して、ビッグデータ
を用いた、具体的なデータ分析ができる。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

学
習
活
動

1-①ビッグデータの概念について学ぶ。
1-②ビックデータの社会で活用事例について学ぶ。
1-③ビックデータから知識を抽出する技法につい
て学ぶ。
1-④オープンデータを活用した事例について学ぶ。
2-②データ分析ツールを活用して、ビッグデータ
を用いた、具体的なデータ分析について学ぶ。

４
４
８

４
１０
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具象学習モデル（サンプル②）

AIプログラミング

到
達
目
標

①「教師あり学習」の分類について、プログラムを記述できる。
②「教師あり学習」の予測について、プログラムを記述できる。
③「教師なし学習」によるクラスタリングについて、プログラ
ムを記述できる。
④クラウドAIサービスを、プログラムに組み込むことができる。
⑤Python言語により、プロトタイプ制作ができる。

学
習
活
動

①「教師あり学習」の分類についてのプログラミングを学ぶ。
②「教師あり学習」の予測についてのプログラミングを学ぶ。
③「教師なし学習」によるクラスタリングについてのプログラ
ミングを学ぶ。
④クラウドAIサービス活用した、プログラミングを学ぶ。
⑤Python言語によるプロトタイプ制作について学ぶ。

ロボットプログラミング

到
達
目
標

①基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解することができる。
②基本的なアルゴリズムとデータ構造に基づく、プログラムが
作成できる。
③シミュレータの仮想空間上のロボットにプログラムを実装で
きる。
④現実空間上のロボットにプログラムを実装できる。

学
習
活
動

①基本的なアルゴリズムとデータ構造を学ぶ。
②基本的なアルゴリズムとデータ構造によるプログラミングを
学ぶ。
③シミュレータの仮想空間上のロボットにプログラムを実装す
る方法を学ぶ。
④現実空間上のロボットにプログラムを実装する方法を学ぶ。

AIロボットプログラミング

到
達
目
標

1-①基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解することができる。
1-②基本的なアルゴリズムとデータ構造に基づく、プログラムが作成できる。
2-④クラウドAIサービスを、プログラムに組み込むことができる。
2-⑤Python言語により、プロトタイプ制作ができる。
1-③シミュレータの仮想空間上のロボットにAIプログラムを実装できる。
1-④現実空間上のロボットにAIプログラムを実装できる。

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

学
習
活
動

1-①基本的なアルゴリズムとデータ構造を学ぶ。
1-②基本的なアルゴリズムとデータ構造によるプログラミングを学ぶ。
2-④クラウドAIサービス活用した、プログラミングを学ぶ。
2-⑤Python言語によるプロトタイプ制作について学ぶ。
1-③シミュレータの仮想空間上のロボットにAIプログラムを実装する方法を学ぶ。
1-④現実空間上のロボットにAIプログラムを実装する方法を学ぶ。

１０
１０
１０
１０
１０
１０110



具象学習モデル（サンプル③）

国際コミュニケーション

到達目標
①英語圏の外国人との意思疎通ができる。

学習活動
①言葉やジェスチャーなどの総合的なコ
ミュニケーションの基礎を学ぶ。

ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマ
ナーを理解している。
②ビジネス文書・ビジネスメールが作成できる。
③会議資料の作成と、会議の進め方について理解し
実践できる。

学
習
活
動

①社会人、職業人としての基礎知識、ビジネスマ
ナーを学ぶ。
②ビジネス文書・ビジネスメールの作成について学
ぶ。
③会議資料の作成と、会議の進め方について学ぶ。

国際ビジネスコミュニケーション

到
達
目
標

1-①英語圏の外国人との意思疎通ができる。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基
礎知識、ビジネスマナーを理解している。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネス
メールが作成できる。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の
進め方について理解し実践できる。

C
C

C

C

学
習
活
動

1-①言葉やジェスチャーなどの総合的なコ
ミュニケーションの基礎を学ぶ。
2-①国際的な、社会人、職業人としての基
礎知識、ビジネスマナーを学ぶ。
2-②国際的な、ビジネス文書・ビジネス
メールの作成について学ぶ。
2-③国際的な、会議資料の作成と、会議の
進め方について学ぶ。

１５

１０

１０

１０
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具象学習モデル（サンプル④）

機械学習１

到
達
目
標

1-①予測精度を上げるための各種テクニックや
品質の担保を確認する手法について説明できる。
1-②教師あり学習のアルゴリズムを説明できる。

C

C

学
習
活
動

1-①予測精度を上げるための各種テクニックや
品質の担保を確認する手法について学ぶ。
1-②教師あり学習のアルゴリズムについて学ぶ。

１０

５

機械学習

到
達
目
標

①予測精度を上げるための各種テクニックや品
質の担保を確認する手法について説明できる。
②教師あり学習のアルゴリズムを説明できる。
③教師なし学習のアルゴリズムを説明できる。
④強化学習のアルゴリズムを説明できる。

学
習
活
動

①予測精度を上げるための各種テクニックや品
質の担保を確認する手法について学ぶ。
②教師あり学習のアルゴリズムについて学ぶ。
③教師なし学習のアルゴリズムについて学ぶ。
④強化学習のアルゴリズムについて学ぶ。

機械学習２

到
達
目
標

1-③教師なし学習のアルゴリズムを説明できる。
1-④強化学習のアルゴリズムを説明できる。

C
C

学
習
活
動

1-③教師なし学習のアルゴリズムについて学ぶ。
1-④強化学習のアルゴリズムについて学ぶ。

５
１０
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実証授業報告

タイトル ＜実証授業1＞
八王子・多摩地域の課題を
画像認識で解決しよう

＜実証授業2＞
八王子・多摩地域の課題を
半自律ロボットで解決しよう

＜実証授業3＞
八王子・多摩地域の課題を
デジタルマーケティングで解決しよう

開催日時 2021年1月11日(月・祝) 9:30〜15:30 2021年1月16日(土) 9:30〜15:30 2021年1月30日(土) 9:30〜15:30

開催形式 オンライン（Zoom） オンライン（Zoom） オンライン（Zoom）

内容 ＜午前＞
・オンラインホワイトボードの使い方
・Society5.0とは
・機械学習による画像認識モデルの生成体験
（Teachable Machineを用いた演習）
・画像認識モデルを用いたWebアプリの制作体験
（p5.js Web Editorを用いた演習）

＜午後＞
・自治体公式Webを用いた地域理解
・機械学習による画像認識を用いて
地域課題を解決するアイデアを考える
（オンラインホワイトボード上に
付箋で書き込みながら意見共有＆レビュー）

＜午前＞
・オンラインホワイトボードの使い方
・Society5.0とは
・Web技術で実装する半自律ロボットを解説
・機械学習を用いたWebアプリの実装方法解説
（機械学習ライブラリの体験含む）
・半自律ロボットを遠隔制御する場合に必要な

WebRTCのNAT越えに関する解説
（p5.js Web Editorを活用した体験含む）

＜午後＞
・自治体公式Webを用いた地域理解
・半自律ロボットも用いて
地域課題を解決するアイデアを考える
（オンラインホワイトボード上に
付箋で書き込みながら意見共有）

＜午前＞
・オンラインホワイトボードの使い方
・Society5.0とは
・地域企業による地域特性の解説
（株式会社京王ITソリューションズ様）
・自治体公式Webを用いた地域理解
・地域課題の調査
（Webで調査しながらオンラインホワイトボード上に
付箋で書き込み、意見共有）

＜午後＞
・デジタルマーケティングと関連ICT技術の解説
・地域課題を解決するアイデアを考える
（オンラインホワイトボード上に
付箋で書き込みながら意見共有）

教材 ・カメラ付きPC

・Chromeブラウザ
・オンラインホワイトボードmiro

・Google Teachable Machine

・p5.js Web Editor

・八王子市公式Webサイト
・内閣府・総務省の資料等

・カメラ付きPC

・Chromeブラウザ
・オンラインホワイトボードmiro

・Google Teachable Machine

・p5.js Web Editor

・八王子市公式Webサイト
・内閣府・総務省の資料等

・カメラ付きPC

・Chromeブラウザ
・オンラインホワイトボードmiro

・多摩地域自治体の公式Webサイト
・内閣府・総務省・経済産業省の公開資料

講師 日本工学院八王子専門学校
ITカレッジ教員 太田晶

日工学院八王子専門学校
ITカレッジ教員 太田晶

日本工学院八王子専門学校
ITカレッジ教員 太田晶
アドバイザー
株式会社京王ITソリューションズ 巣山様、立田様

参加者 専門学校生8名
社会人2名

専門学校生6名
社会人1名

専門学校生6名
社会人3名
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本事業のまとめ 2021年2月16日

＜カリキュラム開発の課題＞ 多様性を実現して、どのようにカリキュラムを開発し、どのように教育実践するか？

①変化への対応
進歩（変化）の激しいIT技術への対応
社会そのものの変化への対応

②個別最適化
多様な人材それぞれに対応した教育
育成する人材の多様性
多様な人材に対し、教育カリキュラムを
どのように対応させるか

多様性

３Ｄでとらえる
カリキュラム
概念図

AI分野 ロボティクス
分野

ビジネス分野
地域活性化
分野

オブジェクト
型学習モデル

①カリキュラム開発と教育実践の自動化

②アダプティブラーニング

自動化

親和性の高い
カリキュラム開発手法

多様性への対応としての
自動化の必要性

①カリキュラムの開発手法
どのようにカリキュラムを開発するか

②カリキュラムの活用（教育実践）
どのようにカリキュラムを実践するか
教育実践の中でカリキュラムを変化させる

＜学習分野＞

Society5.0時代のIT人材育成のカリキュラムを考えるうえで、これまでの取り組みにて、
「AI分野」「ロボティクス分野」「ビジネス分野」３つの大きな分類にて検討を進めてきた。

その中で、変化の激しい時代に対応する人材の育成には、より動的に変化へ対応でき、学生
個人ごとに学習内容の設定が可能なカリキュラムであることが望ましいとの考えにより、学
習内容を「３Ｄでとらえるカリキュラム概念図」にてとらえている。

今回、この概念図の考えを活かし、カリキュラムを開発するうえで、「オブジェクト型学
習モデル」を導入して検討を進めた。また、カリキュラム開発の検討を進める中で、ビジネ
ス創造、地域・企業連携による連携教育等の地域活性化分野をカリキュラムに含めた。

本事業での成果物として、「オブジェクト型学習モデル（抽象学習モデル）」と抽象学習
モデルから具象学習モデルを生成した事例「モデルカリキュラム」を開発した。

今後の展開として、教育インフラのシステム化（アダプティブラーニングへの対応等）に
よる自動化の仕組みを導入することで、学生個人ごとの学習内容の設定がよりスムーズに実
現可能となる。また、オブジェクト型学習モデルはシステム開発手法としてのオブジェクト
指向の考えを参考としており、システム化への親和性が高いと考える。

＜新たな社会「Society5.0」対応IT人材育成のカリキュラム開発＞
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